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はじめに

• 対象読者 （vii ページ）
• 表記法 （vii ページ）
• 関連資料 （viii ページ）
• マニュアルに関するフィードバック （x ページ）
• マニュアルの入手方法およびテクニカル サポート （xi ページ）

対象読者
このマニュアルは、Cisco Nexus スイッチの設置、設定、および維持に携わる、ハードウェア
設置者およびネットワーク管理者を対象としています。

表記法
コマンドの説明では、次の表記法を使用しています：

説明表記法

太字の文字は、表示どおりにユーザーが入力するコマンドおよ
びキーワードです。

bold

イタリック体の文字は、ユーザーが値を入力する引数です。italic

省略可能な要素（キーワードまたは引数）は、角かっこで囲ん
で示しています。

[x]

いずれか1つを選択できる省略可能なキーワードや引数は、角
カッコで囲み、縦棒で区切って示しています。

[x | y]

必ずいずれか1つを選択しなければならない必須キーワードや
引数は、波かっこで囲み、縦棒で区切って示しています。

{x | y}
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説明表記法

角かっこまたは波かっこが入れ子になっている箇所は、任意ま
たは必須の要素内の任意または必須の選択肢であることを表し
ます。角かっこ内の波かっこと縦棒は、省略可能な要素内で選
択すべき必須の要素を示しています。

[x {y | z}]

ユーザが値を入力する変数であることを表します。イタリック
体が使用できない場合に使用されます。

variable

引用符を付けない一組の文字。string の前後には引用符を使用
しません。引用符を使用すると、その引用符も含めて stringと
みなされます。

string

例では、次の表記法を使用しています：

説明表記法

スイッチが表示する端末セッションおよび情報は、スクリーン
フォントで示しています。

screen フォント

ユーザが入力しなければならない情報は、太字のスクリーン
フォントで示しています。

太字の screen フォント

ユーザが値を指定する引数は、イタリック体の screenフォント
で示しています。

イタリック体の screen フォン
ト

パスワードのように出力されない文字は、山カッコ（< >）で
囲んで示しています。

< >

システム プロンプトに対するデフォルトの応答は、角カッコ
で囲んで示しています。

[ ]

コードの先頭に感嘆符（!）またはポンド記号（#）がある場合
には、コメント行であることを示します。

!、#

関連資料
Web ベースのマニュアル

APIC のドキュメント ランディング ページに には、次のドキュメントが含まれています。

• Cisco APIC Management Information Model Reference

• Cisco APIC Python SDK ドキュメント

• Cisco APIC、AVS、およびACI Virtual Edge のサポート マトリックス

• 『Cisco ACI MIB Support List』
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ダウンロード可能なドキュメント

APIC のドキュメント ランディング ページに には、次のドキュメントが含まれています。

• ナレッジベースの記事（KB の記事）

• 『Cisco Application Centric Infrastructure Controller Release Notes』

• 『Cisco Application Centric Infrastructure Fundamentals Guide』

• 『Cisco APIC Getting Started Guide』

• 『Cisco ACI Virtualization Guide』

• 『Cisco APIC REST API User Guide』

• 『Cisco APIC Command Line Interface User Guide』

• 『Cisco APIC Faults, Events, and System Messages Management Guide』

• 『Cisco ACI System Messages Reference Guide』

• 『Cisco APIC Layer 4 to Layer 7 Services Deployment Guide』

• 『Cisco ACI Firmware Management Guide』

• 『Cisco ACI Troubleshooting Guide』

• 『Cisco ACI Switch Command Reference, NX-OS Release 11.0』

• 『Cisco Verified Scalability Guide for Cisco ACI』

• 『Cisco ACI MIB Quick Reference』

• 『Cisco Nexus CLI to Cisco APIC Mapping Guide』

• 『Application Centric Inftrastructure Fabric Hardware Installation Guide』

ACI モード ハードウェア設置ガイドのランディング ページは次のドキュメントが含まれてい
ます。

• 『Cisco NX-OS Release Notes for Cisco Nexus 9000 Series ACI-Mode Switches』

• 『Cisco Nexus 9000 Series ACI Mode Licensing Guide』

• Cisco Nexus 93108TX-EX ACI モード スイッチ ハードウェア設置ガイド

• Cisco Nexus 93108TX-FX ACI モード スイッチ ハードウェア設置ガイド

• Cisco Nexus 93120TX ACI-Mode スイッチ ハードウェア設置ガイド

• Cisco Nexus 93128TX ACI モード スイッチ ハードウェア設置ガイド

• Cisco Nexus 93180LC-EX ACI モード スイッチ ハードウェア設置ガイド

• Cisco Nexus 93180YC-EX ACI モード スイッチ ハードウェア設置ガイド
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• Cisco Nexus 93180YC-FX ACI モード スイッチ ハードウェア設置ガイド

• 『Cisco Nexus 9332PQ ACI-Mode Switch Hardware Installation Guide』

• 『Cisco Nexus 9336PQ ACI-Mode Switch Hardware Installation Guide』

• 『Cisco Nexus 9372PX および 9372PX-E ACI モード スイッチ ハードウェア設置ガイド』

• 『Cisco Nexus 9372TX および 9372TX-E ACI モード スイッチ ハードウェア設置ガイド』

• 『Cisco Nexus 9396PX ACI-Mode Switch Hardware Installation Guide』

• 『Cisco Nexus 9396TX ACI-Mode Switch Hardware Installation Guide』

• 『Cisco Nexus 9504 ACI-Mode Switch Hardware Installation Guide』

• 『Cisco Nexus 9508 ACI-Mode Switch Hardware Installation Guide』

• 『Cisco Nexus 9516 ACI-Mode Switch Hardware Installation Guide』

シスコアプリケーションセントリックインフラストラクチャ（ACI）シミュレータのマニュア
ル

Cisco ACI Simulator のランディング ページに には、次のドキュメントが含まれています。

• 『Cisco ACI Simulator Release Notes』

• 『Cisco ACI Simulator Installation Guide』

• 『Cisco ACI Simulator Getting Started Guide』

Cisco Nexus 9000 シリーズ スイッチのマニュアル

Cisco Nexus 9000 シリーズ スイッチのランディング ページを参照してください。

Cisco Application Virtual Switch のマニュアル

Cisco Application Virtual Switch（AVS）ドキュメンテーション のランディング ページを参照し
てください。

マニュアルに関するフィードバック
このマニュアルに関する技術的なフィードバック、または誤りや記載もれなどお気づきの点が
ございましたら、apic-docfeedback@cisco.comへご連絡ください。ご協力をよろしくお願いいた
します。
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マニュアルの入手方法およびテクニカル サポート
マニュアルの入手、CiscoBugSearchTool（BST）の使用、サービス要求の送信、または追加情
報の収集の詳細については、『What's New in Cisco Product Documentation』を参照してくださ
い。このドキュメントは、https://www.cisco.com/warp/public/687/Directory/DirTAC.htmlから入手
できます。

『What's New in Cisco Product Documentation』では、シスコの新規および改訂版の技術マニュア
ルの一覧を、RSS フィードとして購読できます。また、リーダー アプリケーションを使用し
て、コンテンツをデスクトップに配信することもできます。RSSフィードは無料のサービスで
す。
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第 1 章

概要

• 概要 （1 ページ）

概要
スイッチ シャーシには、これらのモジュールがあります。

• スーパバイザ モジュール（1 または 2）：スロット SUP 1 および SUP 2にある次のこれら
のタイプのうちの 1 つ。

• スロット SC 1 および SC 2 のシステム コントローラ (2) (N9K SC-A) (左から右に、シャー
シの番号)

• 同じタイプのファブリック モジュールによりサポートされる、スロット LC 1 から LC 16
のライン カード（最大 16 個）（シャーシの上から下に番号付け）

互換性情報については、ライン カードおよびファブリック モジュールの互換性に関する
データ シートを参照してください。

同じスイッチ内で NX-OS モードのライン カードと ACI モードの
ライン カードを混在させないでください。

（注）

N9K-X9716D-GX ライン カードは、このスイッチと互換性があり
ません。

（注）

• スロット FM 1 からスロット FM 6 のファブリック モジュール （シャーシで左から右に番
号付け）
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スロット FM 1 ～ FM 6（シャーシの左から右に番号付け）のファ
ブリック モジュールは、 show modules CLI 出力などのシステム
レポートではスロット 21 ～ 26 と呼ばれます。

（注）

最大帯域幅に必要なファブリックモジュールの数とタイプについては、表を参照してくだ
さい。

表 1 : サポートされているファブリック モジュールとライン カード

サポートされるラインカード最大帯域幅に必
要なファブリッ
ク モジュール

ファブリック モジュール

N9K-X9736PQ4N9K-C9516-FM

N9K-X9736C-FX5N9K-C9516-FM-E

N9K-X9732C-EX

N9K-X9736C-FX

N9K-X9736C-FX3

N9K-X9736Q-FX

4

5

5

5

N9K-C9516-FM-E2

表 2 : ラインカードの互換性マトリクス

X9736C-FX3 との共存ライン カード

はいX9716D-GX

はいX9732C-EX

はい（ACI-Modeではサポートされていませ
ん）

X9732C-FX

はいX9736C-FX

はい（ACI-Modeではサポートされていませ
ん）

X9788TC-FX
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ファブリックモジュールは、特定のスロットに取り付ける必要が
あります。他のスロットにファブリックモジュールを取り付ける
と、モジュールの不一致状態が発生する可能性があります。

• 3 つのモジュールを使用する場合は、FM 2、FM 4、FM 6 の
スロットに取り付ける必要があります。

• 4 つのモジュールを使用する場合は、FM 2、FM 3、FM 4、
FM 6 のスロットに取り付ける必要があります。

• 5 つのモジュールを使用する場合は、FM 1、FM 2、FM 3、
FM 4、FM 6 のスロットに取り付ける必要があります。また
は、FM 2、FM 3、FM 4、FM 5、FM 6のスロットに取り付け
ることもできます。

• FM-E または FM-E2 の 5 つのモジュールを使用する場合は、
FM 2、FM 3、FM 4、FM 5、FM 6のスロットに取り付ける必
要があります。

• 6つのモジュールを使用する場合は、FM1、FM2、FM3、FM
4、FM 5、FM 6 のスロットに取り付ける必要があります。

• FM 5（スロット番号 25）は、N9K-X9736C-FX、
N9K-X9736Q-FX、および N9K-X9736C-FX3 でのみ動作し、
他のラインカードモジュールでは動作しません。

（注）

モジュラ型スイッチ内のファブリックモジュールはすべて同じタ
イプである必要があります。

（注）

ファブリック スロット FM 2、FM 4、または FM 6 は、それらの
モジュールをカバーするファントレイに電源を提供するために、
機能しているファブリックモジュールで満たされている必要があ
ります。

ファブリック スロット FM 1、FM 3、または FM 5 にファブリッ
ク モジュールが搭載されていない場合は、設計されたエアーフ
ローを維持するためにブランクモジュール（N9K-C9516-FM-CV）
が設置されていることを確認する必要があります。

ライン カードとファブリック モジュールの互換性に関する詳細
については、Cisco Nexus 9500 プラットフォームのライン カード
とファブリックモジュールのデータシートを参照してください。

（注）
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• スロット FAN 1 から FAN 3 のファン トレイ (3) (N9K-C9516-FAN) (シャーシで左から右に
番号付け)

• スロット PS 1 ～ PS 10 の電源（最大 5 個の組み合わせ電源、最大 6 個のn+1 冗長電源モー
ド、最大 10 個の n+n 冗長電源モード）（シャーシの左から右に数える）

• Cisco Nexus 9500 シリーズ 3 kW AC 電源モジュール（N9K-PAC-3000W-B）

• Cisco Nexus 9500 シリーズ 3 kW ユニバーサル AC/DC 電源モジュール
（N9K-PUV-3000W-B）

• Cisco Nexus 9500 シリーズ 3.15 kW デュアル入力汎用 AC/DC 電源モジュール
（N9K-PUV2-3000W-B）

• Cisco Nexus 9500 シリーズ 3 kW（-48 V）DC 電源モジュール（N9K-PDC-3000W-B）

スイッチの電源をオンにするには、AC、DC、HVAC/HVDC 電源
を組み合わせます。

（注）

すべてのシャーシスロットは、左から右または上から下の順に番号が付けられています。

図は、シャーシ前面から見たハードウェア機能を示します。
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3-kW AC、ユニバーサル AC/DC、または DC 電源
（図は AC 電源）。

4ラックにシャーシを取り付けるために使用さ
れる 2 個の垂直取り付けブラケット

1

シャーシ LED。5I/O モジュール（最大 16 個）。2

シャーシ ハンドル：下部支持レールにシャーシを
配置するためにのみ使用します。これらのハンド
ルを使用してシャーシを持ち上げないでください。

6スーパバイザモジュール（1または2個）。3

この図は、シャーシの背面から見たハードウェア機能を示します（ファントレイの後ろにある
ファブリック モジュールを表示するためにファン トレイの 1 個を除去）。
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アース パッド。4ファン トレイ（3個：ファン トレイの背後にあ
るファブリックモジュールを表示するため、右
側のファン トレイは表示していません）。

1

シャーシハンドル：下部支持レールにシャーシ
を配置するためにのみ使用します。これらのハ
ンドルを使用してシャーシを持ち上げないでく
ださい。

5ファブリック モジュール（各ファン トレイの
後ろに最大 2 個、合計最大 6 個）。

2

システム コントローラ（2 個）。3
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第 2 章

設置場所の準備

• 温度要件 （7 ページ）
• 湿度の要件 （8 ページ）
• 高度要件 （8 ページ）
• 埃および微粒子の要件 （9 ページ）
• 電磁干渉および無線周波数干渉の最小化 （9 ページ）
• 衝撃および振動の要件 （10 ページ）
• 静電破壊の防止 （10 ページ）
• アース要件 （10 ページ）
• 所要電力のプランニング （11 ページ）
• ラックおよびキャビネットの要件 （16 ページ）
• スペース要件 （17 ページ）

温度要件
スイッチの動作温度は海抜ゼロで 0 ～ 40 °C（32 ～ 104 °F）です。高度が海抜 300 m（1000
フィート）ごとに、最大周囲温度は1°C低下します。スイッチの非動作時の温度は -40～70°C
（-40 ～ 158 °F）です。

モジュールの温度の概要

Cisco Nexus 9000 シリーズのすべてのスイッチに組み込まれた自動センサーが、スイッチを常
時監視します。各モジュール（スーパーバイザ、I/O、ファブリック）には、次の 2 つのしき
い値をもつ温度センサーがあります。

センサーからのメジャー温度アラームの場合、スイッチは2分以内に電源を切ります。温度の
問題を修正したら、スイッチの電源をオンにします。

（注）

• マイナー温度しきい値：超過すると、マイナーアラームが発生し、4 つのセンサーすべて
に対して次のアクションが実行されます。

• システム メッセージが表示されます。
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• Call Home アラートが送信されます（構成されている場合）。

• SNMP 通知が送信されます（構成されている場合）。

• システム ファンの速度が増加します。

• メジャー温度しきい値：超過すると、メジャーアラームが発生し、これらのアクションが
実行されます。

スイッチングモジュールのしきい値を超過した場合、モジュールだけがシャットダウンし
ます。

すべてのセンサーの場合：

• システム メッセージが表示されます。

• Call Home アラートが送信されます（構成されている場合）。

• SNMP 通知が送信されます（構成されている場合）。

• システム ファンの速度が増加します。

• スイッチングモジュールのしきい値を超過した場合、モジュールだけがシャットダウ
ンします。

• HA-standbyまたは standbyが存在するアクティブ スーパーバイザ モジュールの主要な
しきい値を超過すると、そのスーパーバイザモジュールだけがシャットダウンし、ス
タンバイ スーパーバイザ モジュールが処理を引き継ぎます。

• スタンバイ状態のスーパーバイザモジュールがスイッチに存在しない場合は、温度を
下げるために 2分間待機します。このインターバル中はソフトウェアが 5秒ごとに温
度を監視し、10 秒ごとに構成に従ってシステム メッセージを送信しつづけます。

湿度の要件
温度調節された建物は、通常、スイッチ機器にとって許容レベルの湿度を維持します。スイッ
チを極端に湿度の高い場所に設置する場合は、除湿装置を使用して、湿度を許容範囲内に維持
してください。

高度要件
高度定格は 3048 m（10,000 フィート）です。中国の場合、2000 m（6,562 フィート）です。
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埃および微粒子の要件
排気ファンは電源モジュールを冷却します。シャーシ内のさまざまな開口部を通じて空気を吸
気および排気することによって、システムファンはスイッチを冷却します。また、ファンはほ
こりやその他の微粒子を吸い込み、スイッチに混入物質を蓄積させ、内部シャーシの温度が上
昇する原因にもなります。ほこりや微粒子は絶縁体となり、スイッチの機械部品と干渉する可
能性があります。清潔な稼働環境を維持することにより、ほこりなどの微粒子による悪影響を
減らすことができます。

ほこりや粒子が付かない環境を保つことに加えて、これらの前提条件に従い、スイッチが汚れ
ないようにします。

• スイッチの近くでの喫煙を禁止します。

• スイッチの近くでの飲食を禁止します。

電磁干渉および無線周波数干渉の最小化
スイッチからの電磁波干渉（EMI）および無線周波数干渉（RFI）は、他のデバイス（ラジオ
およびテレビ受信機）に悪影響を及ぼす可能性があります。また、スイッチから出る無線周波
数が、コードレス電話や低出力電話の通信を妨げる場合もあります。逆に、高出力の電話から
の RFI によって、スイッチのモニタに意味不明の文字が表示されることがあります。

RFIは、10kHzを超える周波数を発生させるEMIとして定義されます。このタイプの干渉は、
電源ケーブルおよび電源を通じて、または送信された電波のように空気中を通じてスイッチか
ら他の装置に伝わる場合があります。米国連邦通信委員会（FCC）は、コンピュータ装置が放
出する EMI および RFI の量を制限する固有の規制を公表しています。各スイッチは、FCC の
規格を満たしています。

EMI および RFI の発生を抑えるために、次の注意事項に従ってください。

• すべての空き拡張スロットをブランク フィラー プレートで覆います。

• スイッチと周辺装置との接続には、必ず、金属製コネクタ シェル付きのシールド ケーブ
ルを使用します。

電磁界内で長距離にわたって配線を行う場合、配線上の信号の間で干渉が発生することがあ
り、そのために次のような影響があります。

• 配線を適切に行わないと、プラント配線から無線干渉が発生することがあります。

• 特に雷または無線トランスミッタによって生じる強力な EMI は、シャーシ内の信号ドラ
イバやレシーバーを破損したり、電圧サージが回線を介して装置内に伝導するなど、電気
的に危険な状況をもたらす原因になります。
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強力な EMIを予測して防止するには、無線周波数干渉（RFI）の専門家に相談する必要があり
ます。

（注）

アース導体を適切に配置してツイストペアケーブルを使用すれば、配線から無線干渉が発生す
ることはほとんどありません。銅線ケーブルは、メディアタイプの最大距離を超えないように
してください。

配線が推奨距離を超える場合、または配線が建物間にまたがる場合は、近辺で発生する落雷の
影響に十分に注意してください。雷などの高エネルギー現象で発生する電磁パルス（EMP）に
より、電子スイッチを破壊するほどのエネルギーが非シールド導体に発生することがありま
す。過去にこのような問題が発生した場合は、電力サージ抑止やシールドの専門家に相談して
ください。

注意

衝撃および振動の要件
スイッチは、動作範囲、運搬、および地震の標準を満たすように衝撃と振動の検査を受けてい
ます。

静電破壊の防止
コンポーネントの多くは、静電気によって破損する可能性があります。適切な静電気防止策を
講じなかった場合、コンポーネントに継続的な障害が発生したり、完全に破損したりする可能
性があります。静電破壊の可能性を最小限に抑えるために、静電気防止用リスト ストラップ
（またはアンクル ストラップ）を肌に密着させて着用してください。

静電気防止用ストラップの抵抗値を定期的にチェックしてください。抵抗値は 1 ～ 10 MΩ で
ある必要があります。このマニュアルに記載されている手順を実行する前に、静電気防止用ス
トラップを手首に取り付けて、コードをシャーシに接続します。

（注）

アース要件
スイッチは、電源によって供給される電圧の変動の影響を受けます。過電圧、低電圧、および
過渡電圧（スパイク）によって、データがメモリから消去されたり、コンポーネントの障害が
発生するおそれがあります。このような問題から保護するために、スイッチにアース接続があ
ることを確認してください。
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スイッチのアース パッドは、アース接続に直接接続するか、完全に接合されてアースされた
ラックに接続します。

アースされたラックに正しくシャーシを取り付けている場合、スイッチはラックに金属間接続
されている（ペンキ、シミ、泥などがない）ためアースされています。「注」を参照して、
ラックとスイッチ間の適切な導通を維持してください。

また、国や地域の設置要件を満たすユーザーが用意したアース線を使用して、シャーシをアー
スします。米国で設置する場合は、6-AWG線をお勧めします。アース ラグ（スイッチ アクセ
サリ キットに同梱）を使用してアース線をシャーシおよび設置場所のアースに接続します。

電導経路を必ず本製品のシャーシと製品を搭載するラックまたは筺体の金属面との間に作成す
るか、またはアース導体に接続するようにしてください。ネジ山を形成するタイプの取り付け
ネジを使用して塗料または非導電コートを除去し、金属間接点を作ることにより必ず電導経路
を確保してください。取り付け金具と筺体またはラックとの接触面の塗料または非導電コート
はすべて除去します。表面を清浄にし、取り付け前に腐食防止剤を塗布します。

（注）

所要電力のプランニング
スイッチの所要電力を計画するには、これらの各項目を特定する必要があります。

• 全スイッチ コンポーネントの所要電力

• スイッチに取り付けられているコンポーネントへの電力供給に必要な電源モジュールの最
小数

• 使用する電源モードおよびそのモードに必要な追加の電源モジュール数

回路障害の可能性を最小限に抑えるために、スイッチが専用回路を使用していることを確認し
ます。

操作 (利用可能な電力) と冗長性 (予約電力) に必要な電力を計算します。必要な数の入力電源
レセプタクルを計画します。電力レセプタクルの届く範囲でスイッチを取り付けます。

手順

ステップ 1 設置された各モジュールの最大ワット数を合計して、スイッチ モジュールの所要電力を特定します。表を
参照してください。

最大標準コンポーネント

——スーパーバイザ モジュール

80 W69 Wスーパーバイザ A（N9K-SUP-A）–
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最大標準コンポーネント

80 W69 Wスーパーバイザ A+（N9K-SUP-A+）–

90 W75 Wスーパーバイザ B（N9K-SUP-B）–

80 W75 Wスーパーバイザ B+（N9K-SUP-B+）–

——システム コントローラ モジュール

25 W14 W- システム コントローラ（N9K-SC-A）

504 W330 WN9K-C9516-FM ファブリック モジュールでサポートされるライン カード

211 W197 W36 ポート 40 ギガビット QSFP+ ライン カード （N9K-X9736PQ）–

900 W439 WN9K-C9516-FM-E2 ファブリック モジュールでサポートされるライン カード

720 W430 W32 ポート 100 ギガビット イーサネット QSFP28 ライン カード
（N9K-X9732C-EX）

–

900 W607 W36ポート 100ギガビット イーサネットQSFP28ライン カード (N9K-X9736C-FX)–

900 W607 W36 ポート 100 ギガビット イーサネット QSFP28 ライン カード
（N9K-X9736C-FX3）

–

684 W571 W36ポート40ギガビットイーサネットQSFP28ラインカード（N9K-X9636Q-FX）–

600 W330 Wファン トレイ（N9K-C9516-FAN）

たとえば、フル搭載されているスイッチによって消費される最大電力量を判別するには、2 個のスーパバ
イザ A モジュール（2 X 80 W = 160 W）、2 個のシステム コントローラ（2 X 25 W = 50 W）、10 個の 36
ポート 40 ギガビット ライン カード（10 x 211 W = 2110 W）、6 個のファブリック モジュール（6 x 504 W
= 3024 W）、3 個のファン トレイ（3 x 451 W = 1353 W）によって消費される最大電力を加算します。合計
は 6697 W です。

ステップ 2 モジュールの所要電力量（ステップ 1 を参照）をスイッチに取り付けた電源モジュールの出力ワット数
（3000 W）で割ることで、スイッチに取り付けたモジュールへの電力供給に必要な電源モジュールの数を
特定します。小数部分は、最も近い 1 の位の数字に切り上げます。

たとえば、最大消費電力が 6694 W のスイッチを取り付けている場合、スイッチおよびそのモジュールを
稼働するには、3台の電源モジュールが必要です（6694W/3000W=2.23台、切り上げて3台の電源モジュー
ル）。

ステップ 3 電源から必要な電力量を確認します。

電源モジュールの効率は定格で 91 % 以上です。

• 電源から電源モジュールへの入力電力（W）を判別するには、各電源モジュールの送出電力（3000W）
を電源モジュールの効率（0.91）で除算し、その結果にスイッチへの電力供給に必要な電源モジュー
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ルの数を乗算します。たとえば、スイッチが 3 個の電源モジュールを使用する場合、次のように電源
から必要な電力量を算出できます。

3000 W 出力 / 0.91 効率 X 3 電源モジュール = 9891 W

• スイッチへの電力供給に必要なアンペア数（A）を判定するには、これらの例に示すように、必要な
最大ワットを使用される電圧で除算します。

• 200 ボルト AC（VAC）で 9891 A の場合、この式を使用します。

（9891 W）/（200 VAC）= 49.5 A

• 277 ボルト AC（VAC）で 9891 A の場合、この式を使用します。

（9891 W）/（277 VAC）= 35.7 A

• 380 ボルト DC（VDC）で 9891 A の場合、この式を使用します。

（9891 W）/（380 VDC）= 26.0 A

• 必要な BTU を判定するには、電源に必要なワット数に 3.41214163 を乗算します。

たとえば、9891 W の場合、この式を使用します。

（9891 W）X（3.41214163 BTU）= 33,750

回路ブレーカーの必要なアンペア数を評価するには、必要なアンペア数をパーセンテージで除算する必要
もあります。たとえば、スイッチに必要な入力アンペア数が 49.5 A で、回路ブレーカー最大容量の 80 %
まで使用できる場合、この式を使用して回路ブレーカーの必要な最小アンペア数を計算します。

（49.5 A）/（80 % または 0.80）= 61.9 アンペア

ステップ 4 この電源モードのいずれかを選択して、予備電力に必要な追加の電源モジュールの数を特定します。

n+1 電源
冗長性

n+n 電源
冗長性

入力
ソース
または
グリッ
ド冗長

性

手順と注意事項電源モジュール設定さ
れた電
源冗長
モード

はい非対応はい手順：

ステップ2で決定した電源モジュールの数に、少なくとも
1 つの電源モジュールを追加します。

一方の入力を一方の電源（A）に接続し、もう一方の入力
を別の電源（B）に接続します。

注意事項：

ステップ 2の電源モジュールの数が 6以上の場合に推奨さ
れます。

N9K-PUV2-3000W-Bn+1冗長
性
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n+1 電源
冗長性

n+n 電源
冗長性

入力
ソース
または
グリッ
ド冗長

性

手順と注意事項電源モジュール設定さ
れた電
源冗長
モード

非対応非対応はい手順：

ステップ 2 で決定した数の電源モジュールを取り付けま
す。

一方の入力を一方の電源（A）に接続し、もう一方の入力
を別の電源（B）に接続します。

注意事項：

ステップ 2の電源モジュールの数が 6以上の場合に推奨さ
れます。

N9K-PUV2-3000W-Bcombined

はいはいはい手順：

ステップ 2で決定した電源装置の数の 2倍を追加します。

電源装置の半分を 1 つの電源装置（A）に接続し、電源装
置の別の半分を別の電源装置（B）に接続します。

注意事項：

ステップ 2 の電源モジュールが 5 以下の場合に推奨しま
す。

N9K-PAC-3000W-B

N9K-PDC-3000W-B

N9K-PUV-3000W-B

N9K-PUV2-3000W-B

n+n 冗長
性

はいはい非対応手順：

ステップ 2で決定した電源装置の数の 2倍を追加します。

注意事項：

ステップ 2 の電源モジュールが 5 以下の場合に推奨しま
す。

N9K-PAC-3000W-B

N9K-PDC-3000W-B

N9K-PUV-3000W-B

N9K-PUV2-3000W-B

n+n 冗長
性

はい非対応非対応手順：

ステップ2で決定した電源モジュールの数に、少なくとも
1 つの電源モジュールを追加します。

注意事項：

ステップ 2の電源モジュールの数が 1以上の場合に推奨さ
れます。

N9K-PAC-3000W-B

N9K-PDC-3000W-B

N9K-PUV-3000W-B

N9K-PUV2-3000W-B

n+1冗長
性
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n+1 電源
冗長性

n+n 電源
冗長性

入力
ソース
または
グリッ
ド冗長

性

手順と注意事項電源モジュール設定さ
れた電
源冗長
モード

非対応非対応非対応手順：

ステップ 2 で決定した数の電源モジュールを取り付けま
す。

注意事項：

ステップ 2の電源モジュールの数が 1以上の場合に推奨さ
れます。

N9K-PAC-3000W-B

N9K-PDC-3000W-B

N9K-PUV-3000W-B

N9K-PUV2-3000W-B

combined

ステップ 5 電源回路はスイッチ専用であり、他の電気機器に使用しないことを確認してください。

複合モードまたは n+1 冗長モードの場合、必要な専用回路は 1 つです。n+n 冗長モードの場合は、3 kW 電
源モジュールに、それぞれが半分ずつ電力を供給する専用電源回路が 2 個必要です。表に、各回路の要件
を示します。

各回路の要件回線数電源モジュール

200 ～ 240 VAC で 16 A1（複合モードまたはn+1冗長モード）

2（n+n 冗長モード）

3 kW AC 電源モジュール（K9K-PAC-3000W-B）

AC 電源：200 ～ 277 VAC

DC 電源：240 ～ 380 VDC

1（複合モードまたはn+1冗長モード）

2（n+n 冗長モード）

3-kW 汎用 AC/DC 電源 (N9K-PUV-3000W-B と
N9K-PUV2-3000W-B)

-40 ～ -75 VDC で 45A

（-48 VDC 公称、米国）

（-60 VDC 公称、国際）

1（複合モードまたはn+1冗長モード）

2（n+n 冗長モード）

3 kW DC 電源モジュール（N9K-PDC-3000W-B）

ステップ 6 各電源モジュールに使用する電源ケーブルの届く範囲内に入力電源コンセントを配置するようにプランニ
ングします。最大距離については、表を参照してください。

通常、電源コンセントはスイッチを設置したラックに配置されます。

コンセントと電源モジュール間の最大距離電源モジュール

8 ～ 12 フィート（2.5 ～ 3.5 m）3 kW AC 電源モジュール

14 フィート（4.27 m）3 kW ユニバーサル AC/DC 電源モジュール

Cisco Nexus 9516 スイッチ（ACI モード）ハードウェア設置ガイド
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コンセントと電源モジュール間の最大距離電源モジュール

4 つの 6 ゲージ ワイヤ（推奨）を提供し、そのワイヤを必要な長さに
切断します。これらのワイヤを DC 電源モジュールに接続するための
4 つの 6 ゲージ ラグを提供します。

3 kW DC 電源モジュール

（注）
スイッチの電源をオンにするには、AC、DC、HVAC/HVDC 電源モジュールを組み合わせます。

ラックおよびキャビネットの要件
次のタイプのスイッチ用ラックまたはキャビネットを設置します。

• 標準穴あき型キャビネット

• ルーフ ファン トレイ（下から上への冷却用）付きの 1 枚壁型キャビネット

• 標準の Telco 4 支柱オープン ラック

スイッチを、ホット アイル/コールド アイル環境に置かれているキャビネット内に設置するに
は、キャビネットにバッフルを取り付けて、シャーシの空気取り入れ口への排気の再循環を防
止します。

キャビネットのベンダーに相談してこれらの要件を満たすキャビネットを見つけるか、Cisco
Technical Assistance Center（TAC）で推奨品を確認してください。

• 取り付けレールがANSI/EIA-310-D-1992セクション 1に基づく英国ユニバーサル ピッチの
規格に準拠する、標準 19インチ（48.3 cm）4支柱Electronic Industries Alliance（EIA）キャ
ビネットまたはラックを使用してください。

• ラックまたはキャビネットの高さは、スイッチと下部支持ブラケットの高さ 21 RU（36.7
インチまたは 93.4 cm）が収まるものである必要があります。

• 4 支柱ラックの奥行は、正面および背面の取り付けレール間で 24 ～ 32 インチ（61.0 ～
81.3cm）である必要があります（下部支持ブラケットまたは他の取り付けハードウェアの
適切な取り付けのため）。

• シャーシとラックの端またはキャビネット内部の間に必要なスペースは次のとおりです。

• シャーシの前面とラックの前面またはキャビネット内部の間に 4.5インチ（11.4 cm）
（ケーブル配線とモジュールのハンドル用に必要）。

• シャーシの背面とキャビネット内部の間に3.0インチ（7.6cm）（使用する場合、キャ
ビネットのエアーフローに必要）。

• シャーシと側およびラックまたはキャビネットの側面のスペースは不要（横方向のエ
アーフローなし）。
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また、ラックについては次の設置環境条件を考慮する必要があります。

• 電源コンセントは、スイッチが使用する電力コードの届く範囲にある必要があります。

• 3 kWAC電源モジュールの電源コードの長さは 8～ 12フィート（2.5～ 4.3m）です。

• 3 kW ユニバーサル AC 電源モジュールの電源コードの長さは 14 フィート（4.27 m）
です。

3 kW DC 電源モジュールの電源ケーブルの提供とサイズの指定
は、ユーザによって行われます。

（注）

• 最大288個のポートに接続するケーブル用のスペースが必要です（同じラック内の他のデ
バイスに必要なケーブル配線用と別途）。これらのケーブルによって、シャーシのリムー
バブルモジュールにアクセスできなくなったり、シャーシに出入りするエアーフローをさ
えぎったりしてはいけません。シャーシの左右にあるケーブル管理フレームを通じて、
ケーブルを配線します。

また、電源コンセントは、スイッチが使用する電力コードの届く範囲にある必要があります。

スペース要件
シャーシの設置を正しく行えるように、シャーシと他のラック、デバイス、または構造体との
間に適切なスペースを確保します。ケーブルの配線、通気の確保、およびスイッチのメンテナ
ンスを行えるように、シャーシに適切なスペースを確保します。このシャーシの設置に必要な
スペースについては、図を参照してください。
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ファン トレイおよびファブリック モジュールの交換に
必要な背面保守用スペース

9シャーシ1

キャビネット ドアを使用するときに、モジュールのハ
ンドルに必要な最小スペース（最適なエアーフローのた
め最大 6 インチ [15.24 cm] を推奨）

10ラックマウントの垂直の支柱とレー
ル

2

シャーシの奥行11キャビネット（オプション）3

キャビネット ドアを使用するときに、ライン カードで
ケーブル管理とイジェクタ ハンドルのために推奨され
るスペース（最適なエアーフローのため 6インチ [15.24
cm] を推奨）

12すべてのモジュールおよび電源装置
に対するコールドアイルからの空気
取り入れ口

4

シャーシの設置とライン カードの交換に必要なスペー
ス

13すべてのモジュールおよび電源装置
に対するホット アイルへの排気口

5

シャーシとそれぞれの側面の垂直取り付けブラケットを
合わせた幅

14左側のスペースは不要（左側にエ
アーフローなし）

6

側面スペース。シャーシの古いライン カード ハンドル
回転に必要（回転の異なるハンドルを備えた現在のライ
ン カードには不要）

15シャーシの幅7

右側のスペースは不要（右側にエ
アーフローなし）

8
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第 3 章

シャーシの設置

• ラックまたはキャビネットの設置 （19 ページ）
• 新しいスイッチの検査 （20 ページ）
• 下部支持レールの取り付け （22 ページ）
• ラックまたはキャビネットへのシャーシの設置 （24 ページ）
• シャーシのアース接続 （30 ページ）
• スイッチの起動 （31 ページ）

ラックまたはキャビネットの設置
スイッチを設置する前に、ラックおよびキャビネットの要件 （16 ページ）に記載されている
要件を満たす、標準的な 4支柱の 19インチ（48.3 cm）EIAデータ センター ラック（またはそ
のようなラックを備えたキャビネット）を設置する必要があります。

ステートメント 1048：ラックの安定性

ラックの安定装置を取り付けるか、ラックを床にボルトで固定してから、設置または保守を行
う必要があります。ラックを安定させないと、身体に傷害を負う可能性があります。

警告

ステートメント 1018：電源回路

感電および火災のリスクを軽減するため、装置を電気回路に接続するときに、配線が過負荷に
ならないように注意してください。

警告

手順

ステップ 1 床にラックをボルトで固定してからシャーシを載せます。
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ステップ 2 接合された構造を持つラックの場合は、アースに接続します。この処置により、スイッチおよびそのコン
ポーネントと、静電放電（ESD）リスト ストラップを簡単にアースできます。この操作により、設置時に
接地されていないコンポーネントを扱う際でも、放電を防止できます。

ステップ 3 ラックにある電源にアクセスする必要がある場合は、次のいずれかを含めます。

• AC 電源の場合は、スイッチの電力仕様を満たす AC 回路を含めます（ スイッチ モジュールの所要電
力 （100 ページ）を参照）。この回路には、地域および国の要件を満たし、電源モジュール ユニット
で使用する電源ケーブルの仕様を満たすレセプタクルを含める必要があります。

• DC 電源の場合は、スイッチの電力仕様を満たす DC 回路を含めます。（ スイッチ モジュールの所要
電力 （100 ページ）を参照してください）。この回路には、電源ケーブルを電源モジュールに安全に
接続できるよう、回路ブレーカーを含める必要があります。

新しいスイッチの検査
新しいシャーシを設置する前に開梱して点検し、注文したすべての品目があることを確認しま
す。出荷中にスイッチが破損していないことを確認します。

シャーシまたはそのコンポーネントを取り扱うときは、ESD の損傷を防ぐために、ESD プロ
トコルに従います。この手順には、静電気防止用リストストラップを着用してアースに接続す
る作業が含まれますが、これに限定されません。

注意

スイッチを取り出したあと、梱包用の箱は廃棄しないでください。梱包用の箱は平らにして、
システム用のパレットとともに保管してください。後日、デバイスを移動または輸送する場合
に、この箱が必要になります。

ヒント

手順

ステップ 1 カスタマーサービス担当者から提供された機器リストと梱包品の内容を比較し、注文した品目を受け取っ
ていることを確認します。出荷には、次のもののためのボックスが含まれています。

• システム シャーシ。次のコンポーネントが取り付けられています。

• 次のタイプ（同じタイプであること）のスーパーバイザ モジュール（1 または2）：

• スーパーバイザ A（N9K-SUP-A）

• スーパーバイザ A+（N9K-SUP-A+）

• スーパーバイザB（N9K-SUP-B）（-Rライン カードおよびファブリック モジュールに必要）
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• スーパーバイザ B+（N9K-SUP-B+）（-R、-R2 ライン カードおよび -R、-R2 ファブリック モ
ジュールに必要）

• システム コントローラ（2）（N9K-SC-A）

• 第 1 章の「概要」で説明しているライン カード（1 ～ 16 個のライン カード）

• ファブリック モジュール: 数量とタイプについては、第 1 章の概要を参照してください。スイッ
チには、取り付けられているライン カードをサポートするファブリック モジュールのタイプが
1 つだけ必要です。

ファブリック モジュールは、特定のスロットに取り付ける必要があります。他のスロットにファブリック
モジュールを取り付けると、モジュールの不一致状態が発生する可能性があります。

• 3 つのモジュールを使用する場合は、FM 2、FM 4、FM 6 のスロットに取り付ける必要があります。

• 4 つのモジュールを使用する場合は、FM 2、FM 3、FM 4、FM 6 のスロットに取り付ける必要があり
ます。

• 5 つのモジュールを使用する場合は、FM 2、FM 3、FM 4、FM 5、FM 6 のスロットに取り付ける必要
があります。

• 6 つのモジュールを使用する場合は、FM1、FM 2、FM 3、FM 4、FM 5、FM 6 のスロットに取り付け
る必要があります。

• ファン トレイ（3）

• 電源モジュール（1 ～ 10）

• 3 kW AC 電源モジュール（N9K-PAC-3000W-B）

• 3 kW ユニバーサル AC/DC 電源モジュール（N9K-PUV-3000W-B）

• 3.15 kW デュアル入力汎用 AC/DC 電源モジュール（N9K-PUV2-3000W-B）

• 3 kW DC 電源モジュール（N9K-PDC-3000W-B）

• ラック マウント キット

• Cisco Nexus 9516（N9K-C9500-RMK）シャーシ用ラック マウント キット

• 下部支持レール（2）

• M6 取り付けネジ（20）

• 10-32 取り付けネジ（20）

• 12-24 取り付けネジ（20）

• スイッチ アクセサリ キット（N9K-ACC-KIT）

ステップ 2 それぞれの箱の内容に損傷がないことを確認します。
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ステップ 3 不一致または損傷がある場合は、この情報をカスタマー サービス担当者に電子メールで送信します。

• 発送元の請求書番号（梱包明細を参照）。

• 欠落または破損している装置のモデル番号およびシリアル番号。

• 問題の説明と、その問題がインストールにどのように影響するかを示します。

• 外梱包、内梱包および製品の損傷の画像。

下部支持レールの取り付け
下部支持レールは、ラックまたはキャビネットのスイッチシャーシの重量を支えます。ラック
を安定させるためには、ラック ユニット（RU）の最下部にこのレールを取り付ける必要があ
ります。

ステートメント 1006：ラックへの設置と保守に関するシャーシ警告

ラックへのユニットの設置や、ラック内のユニットの保守作業を行う場合は、負傷事故を防ぐ
ため、システムが安定した状態で置かれていることを十分に確認してください。これらの注意
事項に従ってください。

• ラックにこの装置を一基のみ設置する場合は、ラックの一番下方に設置します。

• ラックに別の装置がすでに設置されている場合は、最も重量のある装置を一番下にして、
重い順に下から上へ設置します。

• ラックに安定器具が付属している場合は、その安定器具を取り付けてから、装置をラック
に設置するか、またはラック内の装置の保守作業を行ってください。

警告

始める前に

シャーシに下部支持レールを取り付ける前に：

• 4 支柱ラックまたはキャビネットが設置され、コンクリート床に固定されていることを確
認します。「4 支柱ラックまたはキャビネットが設置され、コンクリート床に固定」を参
照してください。

• 他のデバイスがラックまたはキャビネットに格納されている場合は、スイッチを設置する
場所よりも下に配置されていることを確認します。

• また、同じラック内の軽いデバイスは、このスイッチを設置する場所よりも上にあること
を確認します。

• 下部支持レールキットがスイッチのアクセサリキットに含まれていることを確認します。
「シャーシ梱包内容を開梱し、揃っていて損傷がないか調べる」を参照してください。
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手順

ステップ 1 調整可能な 2 本の下部支持レールのいずれかをラックまたはキャビネットの可能な限り最も下の RU に配
置します。前後の縦方向取り付けレールの外側エッジから出るように、各レールの長さを調整します。
シャーシを設置するために、レールの上部に少なくとも 21 RU（93.4 cm（36.7 インチ））の空きスペース
があることを確認してください。図を参照してください。

取り付けブラケット間のスペースが 24～ 32インチ（61.0～ 81.3 cm）になるように、レールを広げること
ができます。

前後の垂直レール間の距離は、61.0 ～ 81.3 cm
（24 ～ 32 インチ）にする必要があります。

3ラックの一番下の RU に 2 本の下部支持レール
を配置します。

1

各シャーシに対して少なくとも 21 RU（36.7 イ
ンチ（93.4 cm））を確保します。

2
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ステップ 2 レールの各端用の 3 本の M6 X 19 mm または 12-24 X 3/4 インチのネジに、プラス トルク ドライバを使用
してレールの下部支持レールをラックまたはキャビネットに接続し（次の図に示すように、レールに対し
て合計 6 本のネジを使用）ます。4.5 Nm（40 インチポンド）のトルクで締めます。

M6 x 19 mm（または 12-24 x 3/4インチ）プラス
ネジ（レールごとに少なくとも 6 個）

2調整可能な下部支持レール（2）1

（注）
各下部支持レールの両端に少なくとも 3 本のネジを使用します。

ステップ 3 ラックにもう 1 本の下部支持レールを取り付けるために、ステップ 1 および 2 を繰り返して行ってくださ
い。

（注）
2 本の下部支持レールが同じ高さであることを確認します。高さが異なる場合は、高いほうのレールを低
いほうの高さに合わせます。

次のタスク

下部支持レールを最も低いRUに取り付け、水平になっていれば、これで、ラックまたはキャ
ビネットにシャーシを取り付けることができます。

ラックまたはキャビネットへのシャーシの設置
シャーシをラックに移動するには、シャーシをリフトにスライドさせます。ラック上の場所の
前にシャーシを配置するには、リフトを使用します。シャーシをリフトからラックにスライド
させます。次に、シャーシをラックにボルトで固定します。電源モジュール、ファントレイ、
およびファブリックモジュールを取り外すと、シャーシを移動しやすくなります。モジュール
は、静電放電（ESD）による損傷の可能性を最小限に抑えるために封印されています。
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始める前に

• ラックまたはキャビネットが完全に取り付けてあること（「ラックまたはキャビネットの
設置」を参照）

ステートメント 1048：ラックの安定性

安定性に注意してください。ラックの安定装置をかけるか、ラッ
クを床にボルトで固定してから、保守のために装置を取り外す必
要があります。ラックを安定させないと、転倒することがありま
す。

警告

• 下部支持レールがラック内の最も低いRUに取り付けられていること。また、シャーシを
取り付けるためのレールの上に 21RU（36.7インチ（93.4 cm））のスペースがあること。

• シャーシを設置する場所でデータセンターのアースを利用できること。

• ラックに他のデバイスが取り付けられている場合、より重いデバイスが、シャーシを取り
付けようとしている場所よりも下に取り付けられていること。

• シャーシ梱包内容を開梱し、部品が揃っていて損傷がないか調べてあること（「シャーシ
梱包の開梱および内容物と損傷の検査」を参照）

• 次のツールと部品が必要です。

• シャーシ、およびそれに取り付けられたモジュール、ファン トレイ、および電源モ
ジュールの重量を持ち上げることが可能なリフト。フル装備の場合、スイッチの重量
は最大 442 ポンド（200 kg）になります。モジュールが取り付けられた状態（または
保護されたモジュールを取り外した状態）のシャーシの重量を判断するには、「シャー
シ、モジュール、ファン トレイ、および電源モジュールの重量 （99 ページ）」を参
照してください。

重さが 120ポンド（55 kg）を超えるものを持ち上げる場合は、リ
フトを使用してください。

注意

• No.1 プラス トルク ドライバ。

• 下部支持レール キットの 8 本の 12-24 X 3/4 インチまたは M6 X 19 mm プラス ネジ。

最大で 258 kg（568 ポンド）になるシャーシをリフトとラックの間で移動するには、最低 4 人
の人員が必要です。

（注）
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ステートメント 1006：ラックへの設置と保守に関するシャーシ警告

ラックへのユニットの設置や、ラック内のユニットの保守作業を行う場合は、負傷事故を防ぐ
ため、システムが安定した状態で置かれていることを十分に確認してください。あなたの安全
を確保するために、次の注意事項を採用してください。

• ラックにこの装置を一基のみ設置する場合は、ラックの一番下方に設置します。

• ラックに別の装置がすでに設置されている場合は、最も重量のある装置を一番下にして、
重い順に下から上へ設置します。

• ラックに安定器具が付属している場合は、その安定器具を取り付けてから、装置をラック
に設置するか、またはラック内の装置の保守作業を行ってください。

警告

ステートメント 1074：地域および国の電気規則への適合

機器の取り付けは各地域および各国の電気規格に適合する必要があります。

警告

手順

ステップ 1 シャーシを移動するときには、できる限り軽くしておきます。以下のモジュールは取り外し、そのコネ
クターが損傷しないような場所に置いておくこと。

• 電源装置：それぞれの電源装置は、イジェクト レバーを押し込みながら、前面のハンドルを使って
取り外します。

• ファン トレイ：4 本の非脱落型ネジを緩めて、ファン トレイの 2 本のハンドルを使ってモジュール
を取り外します。

• ファブリックモジュール：それぞれのファブリックモジュールは、前面のイジェクトボタンを両方
とも押し、ボタンのレバーをモジュールから離れる方向に回し、レバーを使って取り外します。

ステップ 2 シャーシをリフトに載せる手順は次のとおりです。

a) シャーシを載せた輸送用パレットの横にリフトを配置します。
b) シャーシの最下部（またはシャーシ最下部の下 1/4 インチ（0.635 cm）以内）の高さにリフトを上げ

ます。
c) シャーシをリフトに完全に載せてシャーシ側面がリフトの垂直レールに触れるか近づくようにする

には、最低 4 人が必要となります。シャーシの前面および背面に障害物がなく、シャーシをラック
に簡単に押し出せることを確認してください。

警告
ステートメント 1032：シャーシの持ち上げ
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怪我またはシャーシの破損を防ぐために、モジュール（電源装置、ファン、カードなど）のハンドルを
持ってシャーシを持ち上げたり、傾けたりすることは絶対に避けてください。これらのハンドルには、
ユニットの重量を支える強度はありません。

ステップ 3 リフトを使用して移動し、4支柱ラックまたはキャビネットの前面にシャーシを合せます。下部支持レー
ルの高さ、またはブラケットの上 1/4インチ（0.6 cm）以内の高さになるまで、シャーシの下部を持ち上
げます。

ステップ 4 シャーシの背面側（空き電源 スロットの側）を、ラックまたはキャビネットに取り付けられるように配
置します、必要に応じて、シャーシの両側にある 2 個のハンドルを使用してリフト上でシャーシを移動
できます。

ステップ 5 2人で、シャーシをラックまたはキャビネットの途中まで押し込みます。別の人が、下部支持ブラケット
のエッジにシャーシが引っかからように確認しながら、下部支持レールまでシャーシを誘導します。

シャーシ前面の下部だけを押してください。シャーシを移動するときは、モジュールやモジュール ハン
ドルを押さないでください。
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ラック垂直取り付けレール3シャーシ前面の下半分を押します（モジュール
またはモジュールハンドルを押したり持ち上げ
たりしないでください）。

1

下部支持レール4シャーシ取り付けブラケット2

ステップ 6 リフトが下部支持レールよりも高く上がっている場合は、ブラケットと同じ高さ（またはレールの下1/4
インチ（0.6 cm）以内）までリフトをゆっくりと下げます。

この操作により、レールに対してシャーシが水平に保たれ、シャーシが下部支持レールの内側のエッジ
に引っかかるのを防ぐことができます。

ステップ 7 2 人で、シャーシをラックまたはキャビネットの奥まで押し込みます。

2つの垂直取り付けブラケットがラックまたはキャビネットの垂直レールに接触したらシャーシは完全に
押し込まれています。

ステップ 8 シャーシの取り付けブラケットとラック上の垂直取り付けレールの位置を合わせ、シャーシをラックに
取り付けます。

シャーシ取り付けブラケット内のネジ穴の位置を、ラックまたはキャビネット上の垂直取り付けレール
のネジ穴に合わせます。プラスドライバを使用し、4 本の M6 X 19 mm または 12-24 X 3/4 インチのネジ
で 2個のシャーシ取り付けブラケットをそれぞれ固定します（2個の取り付けブラケットで合計 8本のネ
ジを使用）。

ヒント
下部支持レール上でシャーシの位置を調整するには、シャーシのハンドルを使用します。
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各サイドブラケットを前面取り付けレールに取
り付ける際に使用する 4 本の M6 X 19 mm また
は 10-24 x 3/4 インチ プラス ネジ（合計 8 本の
ネジを使用）

2シャーシの位置を調整するハンドル1

ステップ 9 ファブリック モジュールを再度取り付ける場合は、ファブリック モジュールの取り付け （75 ページ）
を参照してください。

ステップ 10 ファン トレイを再度取り付ける場合は、ファン トレイの取り付け （68 ページ） を参照してください。

次のタスク

シャーシをラックに固定すると、スイッチをアース接続できます（シャーシのアース接続（30
ページ）を参照）。
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シャーシのアース接続
スイッチとラックが金属間接続されたアースされたラックにスイッチを適切に取り付けると、
スイッチ シャーシは自動的にアースされます。

電導経路を必ず本製品のシャーシと製品を搭載するラックまたは筺体の金属面との間に設置す
るか、またはアース導体に接続するようにしてください。ネジ山を形成するタイプの取り付け
ネジを使用して塗料または非導電コートを除去し、金属間接点を作ることにより必ず電導経路
を確保してください。取り付け金具と筺体またはラックとの接触面の塗料または非導電コート
はすべて除去します。表面を清浄にし、取り付け前に腐食防止剤を塗布します。

（注）

LVDC 電源を使用する場合、ラックを接地します。AC または HVDC 電源モジュールを使用す
る場合、AC 電源の電源コードがシャーシのアースになります。補助アースまたはボンディン
グのために、お客様が用意したアースケーブルをシャーシのアースパッドに取り付けます。

シャーシを接地します。2支柱ラックを使用する場合には、別途用意したアースケーブルを接
続します。ケーブルをシャーシのアースパッドおよび設置場所のアースに接続します。4支柱
ラックを使用する場合には、ラックマウントシステムまたは電源ケーブル（ACまたはHVDC）
を介してシャーシが接地されていることを確認します。

ステートメント 1024：アース導体

この装置は、接地させる必要があります。感電のリスクを軽減するため、絶対にアース導体を
破損させたり、アース線が正しく取り付けられていない装置を稼働させたりしないでくださ
い。アースが適切かどうかはっきりしない場合には、電気検査機関または電気技術者に確認し
てください。

警告

ステートメント 1046：装置の設置または交換

感電のリスクを軽減するため、装置を設置または交換するときには、必ずアースを最初に接続
し、最後に取り外します。

警告

始める前に

シャーシをアースする前に、データセンタービルディングのアースに確実に接続できるように
なっていることを確認してください。
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手順

ステップ 1 ワイヤ ストリッパを使用して、アース線の端から 0.75インチ（19 mm）ほど、被膜をはがします。米国で
設置する場合は、6-AWG 線をお勧めします。

ステップ 2 アース線の被覆をはぎとった端をアース ラグの開口端に挿入します。圧着工具を使用し、アース線をアー
ス ラグに圧着します。図を参照してください。アース線をアース ラグから引っ張り、アース線がアース
ラグにしっかりと接続されていることを確認します（タグ テスト）。

2 本の M4 ネジを使用してアース ラグをシャー
シに固定します

3シャーシのアース パッド1

アースケーブル。一方の端から0.75インチ（19
mm）絶縁体がはがされ、アース ラグに挿入さ
れ、所定の位置に圧着します

2

ステップ 3 2本のM4ネジでシャーシのアース パッドにアース ラグを固定します（図 1を参照）。1.24～ 1.69 Nm（11
～ 15 in-lb）のトルクでネジを締めます。

ステップ 4 アース線のもう一方の端を処理し、設置場所のアースに接続します。

スイッチの起動
スイッチを起動する前に、以下のことを確認してください。

• そのスイッチには、スイッチに取り付けられているすべてのモジュールが必要とする電力
を出力できるだけの電源があること。スイッチで使用する電源モードに応じて、次の点を
考慮してください。

• コンバインド パワー モード（電源冗長性なし）の場合、シャーシ内のすべてのモ
ジュールに電力を供給するのに十分な電源が必要です。冗長性を確保するために追加
の電源装置は必要ありません。
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• n+1冗長モードの場合は、シャーシ内のすべてのモジュールに電力を供給するのに十
分な電源が必要です。一方の電源モジュールがダウンした場合、または交換された場
合に冗長性を提供するために、1 台の追加の電源が必要です。必要な最大電源数は、
コンバインド パワー モードで使用する電源数に加えて、冗長性のためのもう 1 台で
す（n+1）。

• n+n冗長モードの場合は、2つの同等の電源装置セットが必要です。それぞれのセット
が、シャーシ内のすべてのモジュールに電源を供給できること、そしてそれぞれの
セットを別個の電源に接続することが必要です。1 台の電源モジュールがダウンした
場合、他方の電源に接続された電源モジュールがスイッチに電力を供給できます。電
源の最大数は、コンバインド パワー モードで使用する電源数に加えて、冗長性のた
めのそれと同じ台数です（n+n）。

DC電源モジュールには2つの給電があり、それぞれにプラス（+）
線とマイナス（-）線があります。電源ケーブルをシンプルにルー
ティングするには、両方のフィードを同じ電源に接続します。そ
れぞれの給電を別の電源に接続することもできますが、電源ケー
ブルの配線がより複雑になります。

（注）

この機器は、隣接するデバイスが完全に起動して実行されている
かどうかに応じて、30 分未満で起動するように設計されていま
す。

（注）

• 2 つの電源を使用する場合は、電源ケーブルのルーティングを個別に管理するのが最も簡
単です。シャーシの左側にある一方の電源に電源ケーブルをルーティングします。シャー
シの右側にあるもう一方の電源に電源ケーブルをルーティングします。左側の電源ケーブ
ルは、左端の電源スロットの電源装置に接続します。右側の電源ケーブルは、右端の電源
スロットの電源装置に接続します。すべての電源モジュールスロットを取り付けない場合
は、今のところ両端のみに取り付けて、その間は空けておきます。電源装置を追加するま
で、設計された通気を維持するために、電源スロットブランクで、それぞれの空きスロッ
トをカバーします。

スイッチの電源を 1 つまたは 2 つの電源に接続したら、スイッチをオンにします。

ステートメント 1004：設置手順

設置手順を読んでから、システムを使用、取り付け、または電源に接続してください。

警告
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ステートメント 1018：電源回路

感電および火災のリスクを軽減するため、装置を電気回路に接続するときに、配線が過負荷に
ならないように注意してください。

警告

AC 電源への 3 kW AC 電源モジュールの接続

手順

ステップ 1 3 kWAC電源モジュールのそれぞれで、AC電源および電源モジュールの電源レセプタクルにAC電源ケー
ブルを接続します。

ステップ 2 出力電力 LED が点灯し、グリーンになることを確認します。

次のタスク

電源モジュールが稼働して、スイッチに完全に電源が投入されたら、スイッチをネットワーク
に接続できます。

AC 電源への 3 kW ユニバーサル AC/DC 電源モジュールの接続
3 kW ユニバーサル AC/DC 電源モジュールを使用すると、Saf-D-Grid レセプタクルを備えた
200 - 277 V AC 回路に接続できます。これは、AC 電源に電源モジュールを接続するための手
順です。

始める前に

電源モジュールの電源スイッチをオフにする必要があります（電源スイッチを 0 に設定）。

手順

ステップ 1 電源モジュールの電源スイッチがオフ（0）になっていることを確認します。

ステップ 2 AC 電源の Saf-D-Grid レセプタクルに AC 電源ケーブルの Saf-D-Grid コネクタを接続します。

ステップ 3 電源モジュールの Saf-D-Grid レセプタクルに、電源ケーブルのもう一方の端にある Saf-D-Grid コネクタを
接続します。

ステップ 4 電源スイッチを押してオン（1）にし、電源モジュールの電源をオンにします。

ステップ 5 出力電力 LED が点灯し、グリーンになることを確認します。
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次のタスク

電源装置を電源へ接続し終えて、電源が動作している場合は、スイッチをネットワークに接続
します。

DC 電源への 3 kW ユニバーサル AC/DC 電源モジュールの接続
3 kWユニバーサルAC/DC電源モジュールを使用すると、プラス、マイナス、およびアース端
子を備えた 240 - 380 V DC 回路のどちらにも接続できます。これは、DC 電源に電源モジュー
ルを接続するための手順です。

始める前に

• DC 電源の回路ブレーカーをオフにする必要があります。

• 電源モジュールの電源スイッチをオフにする必要があります（電源スイッチを0に設定）。

手順

ステップ 1 DC 電源の回路ブレーカーがオフになっていることを確認します。

ステップ 2 電源モジュールの電源スイッチがオフ（0）になっていることを確認します。

ステップ 3 電源ケーブルのアース端子リングを DC 電源のアース端子に接続します。適切なトルク設定でナットを締
め、端子支柱にしっかりと固定します。

ステップ 4 電源ケーブルのマイナス端子リングを DC 電源のマイナス（-）端子に接続します。適切なトルク設定で
ナットを締め、端子支柱にしっかりと固定します。

ステップ 5 電源ケーブルのプラス端子リングをDC電源のプラス（+）端子に接続します。適切なトルク設定でナット
を締め、端子支柱にしっかりと固定します。

ステップ 6 電源モジュールの Saf-D-Grid レセプタクルに、電源ケーブルのもう一方の端にある Saf-D-Grid コネクタを
接続します。

ステップ 7 DC 電源回路の回路ブレーカーをオンにします。

ステップ 8 電源スイッチを押してオン（1）にし、電源モジュールの電源をオンにします。

ステップ 9 出力電力 LED が点灯し、グリーンになることを確認します。

次のタスク

電源装置を電源へ接続し終えて、電源が動作している場合は、スイッチをネットワークに接続
します。
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DC 電源への 3 kW DC 電源モジュールの接続
電源の長化を使用しないか、n+1の電源冗長化を使用する場合、スイッチの電源を同じ電源グ
リッドに接続します。n+n の電源冗長化を使用する場合、1 つ目のグリッドに電源装置の半分
を接続し、2つ目めのグリッドには残りの半分の電源装置を接続します。グリッドAの電源装
置はスイッチの左側にあり、グリッド B の電源装置はスイッチの右側にあります)。

始める前に

• シャーシに電源モジュールが取り付け済みである必要があります。

• 電源モジュールは、お客様によって提供された電源コードを使用してDC電源に接続する
ために十分に近い場所に配置する必要があります。

• 4 つの 6-AWG ラグがスイッチに付属します。

• お客様によって提供される機器およびツールには、次のものが含まれている必要がありま
す。

• 4 本の電源ケーブル（6-AWG ケーブルを推奨）

色付きのケーブルを使用して、プラスとマイナスの極性を指定し
ます。プラス極性の色が付いた2本のケーブルと、マイナス極性
の色が付いた2本のケーブルを選択してください。

（注）

• ワイヤ ストリッパ

• 圧着工具

• ドライバとレンチ

手順

ステップ 1 スイッチと回路ブレーカをオフにします。

a) 電源モジュールの電源スイッチをスタンバイ（電源モジュールの 0 の位置）に切り替えます。
b) DC 電源からの 2 つの入力それぞれについて、回路ブレーカをオフにします。

警告
ステートメント 1003：DC 電源の切断

任意の作業を行う前に、DC 回路に電気が流れていないことを確認します。

ステップ 2 お客様から提供された電源ケーブルを、電源モジュールと電源に差し込みます。

a) ワイヤストリッパを使用して、4 本の電源ケーブルの端の絶縁体をそれぞれ 0.75 インチ（19 cm）はが
します。
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色付きのケーブルを使用して、プラスとマイナスの極性を指定します。プラス極性の色が付いた2本の
ケーブルと、マイナス極性の色が付いた2本のケーブルを選択してください。

b) 圧着工具を使用して、4つのラグ（各電源モジュール用にスイッチに付属）をそれぞれ、端をはがした
各ケーブルの端に取り付けます。

ケーブルを引っ張って、圧着したラグをそれぞれテストします。

c) 端子ボックスのカバーの 3 本のネジを、ドライバを使用して緩めます。カバーは電源モジュールの前
面にあり、カバーから持ち上げます。図を参照してください。

カバーを取り外します。2保護カバーから 3 本のネジを取り外します。1

（注）
端子ボックスには、4 つの電源端子に対応する 4 つのスロットがあります（マイナス [-]、プラス [+]、
プラス [+]、マイナス [-] の順に並んでいます）。各端子には 2 つのナットがあります。これらを活用
して、電源ケーブルを端子に固定します。

d) 端子ボックスの各スロットの各端子ポストから 2 つのナットを取り外します。
e) 2本のプラス ケーブルの各ラグを、中央の 2本の端子支柱に配置し、2つのナットを使用して各ラグを

固定します。それから 4.5 Nm (40 インチポンド) のトルクで締めます。
f) 2本のマイナス ケーブル用の各ラグを、端側の 2本の端子支柱に配置し、2つのナットを使用して各ラ

グを固定します。それから 4.5 Nm (40 インチポンド) のトルクで締めます。
g) 保護カバーを端子ボックスに戻し、3 本のネジで所定の位置に固定します。
h) 電源ケーブルのもう一方の端を、2 つの DC 電源回路に接続します。
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電源装置の一方の側に接続されているプラス ケーブルとマイナス ケーブルが、同じ DC 電源回路に接
続されていることを確認します。各マイナス ケーブルがマイナス端子に接続され、各プラス ケーブル
がプラス端子に接続されていることを確認します。

ステップ 3 電源モジュールに電源を投入します。

a) 両方の入力ラインの電源の回路ブレーカをオンにします。

入力 1（IN1）および入力 2（IN2）の LED が電源モジュールで点灯していることを確認します。

b) 電源モジュールの電源スイッチをオン（電源モジュールの 1 の位置）に切り替えます。

LED が点滅し、Input LED のほかに、OK LED もオン（緑色）になります。

次のタスク

ネットワークにスイッチを接続します。
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第 4 章

ACI ファブリックへのスイッチの接続

• ACI ファブリック トポロジ （39 ページ）
• 他のデバイスに接続するための準備 （40 ページ）
• APIC へのリーフ スイッチの接続 （41 ページ）
• スパイン スイッチへのリーフ スイッチの接続 （43 ページ）
• ギガビット イーサネット モジュール (GEM) の取り付け （45 ページ）
• ACI ファブリックの既存のスイッチの交換 （46 ページ）
• オプションのコンソール インターフェイスのセットアップ （46 ページ）
• オプションの管理接続の設定 （47 ページ）
• 光学抽出ツールを使用した光学トランシーバの削除 （47 ページ）
• トランシーバおよび光ケーブルのメンテナンス （48 ページ）

ACI ファブリック トポロジ
ACI ファブリック トポロジには、これらの主要なコンポーネントが含まれます。

• Application Centric Infrastructure Controller（APIC）アプライアンス（APIC のクラスタ）

• リーフ スイッチ（スイッチの互換性については、データ シートを参照してください）

• スパイン スイッチ（スイッチの互換性については、データ シートを参照してください）

詳細については、『Cisco APIC Installation, Upgrade, and Downgrade Guide』を参照してくださ
い。

エンドポイント間の最適ではない転送を防ぐには、ファブリック内の各リーフスイッチを、同
じファブリック内の各スパイン スイッチに接続します。

（注）

図に示すように、各 APIC は 1 個または 2 個のリーフ スイッチに接続され、各リーフ スイッ
チは同じファブリック内の各スパイン スイッチに接続される必要があります。
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図 1 : APIC クラスタ、リーフ ノード、スパイン ノード間の接続

他のデバイスに接続するための準備
ファブリックデバイスの接続の準備として、インターフェイスのタイプごとに次の事項を考慮
し、接続前に必要な機器をすべて揃えてください。

• 各インターフェイス タイプに必要なケーブルのタイプ

• 各信号タイプの距離制限

• 必要な他のインターフェイス機器

電源コードおよびデータ ケーブルをオーバーヘッド ケーブル トレイまたはサブフロア ケーブ
ルトレイに配線する場合には、電源コードおよび他の潜在的なノイズ発生源を、シスコ機器で
終端するネットワーク配線からできるかぎり遠ざけておくことを強く推奨します。長いパラレ
ル ケーブルを 3.3 フィート（1 メートル）以上離して設置できない場合は、ケーブルをアース
付きの金属製コンジットに通して、潜在的なノイズ発生源をシールドしてください。

（注）

光トランシーバは、ケーブルに取り付けられていない状態で届く場合があります。これらのト
ランシーバとケーブルが損傷しないように、トランシーバをポートに設置するときはケーブル
から外したままにし、その後で光ケーブルをトランシーバに挿入することをお勧めします。ト
ランシーバをポートから取り外す場合は、トランシーバを取り外す前にケーブルを取り外しま
す。
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トランシーバの取り外しと取り付けの詳細については、『 Cisco Nexus 9408 ACI-Mode Switch
Hardware Installation Guide』の「Optical Transceiver Removal Using the Optics Extraction Tool」を
参照してください。

トランシーバと光ケーブルの有効性と寿命を最大化するには、次の手順を実行します。

• トランシーバを扱うときは、常にアースに接続されている静電気防止用リストストラップ
を着用してください。スイッチは通常、トランシーバを取り付けるときにアースされ、リ
ストストラップを接続できる静電気防止用ポートを備えています。静電気防止用ポートが
見つからない場合は、リストストラップをアース（シャーシのアース接続など）に接続し
ます。

• トランシーバの取り外しや取り付けは、必要以上に行わないでください。取り付けおよび
取り外しを頻繁に行うと、耐用年数が短くなります。

• 高精度の信号を維持し、コネクタの損傷を防ぐために、トランシーバと光ファイバケーブ
ルは常に埃のない清潔な状態に保ってください。減衰（光損失）は汚れによって増加する
ので、減衰量は 0.35 dB 未満に保つ必要があります。

• 埃によって光ファイバケーブルの先端が傷つかないように、取り付け前にこれらの部
品を清掃してください。

• コネクタを定期的に清掃してください。必要な清掃の頻度は、設置環境によって異な
ります。また、埃が付着したり、誤って手を触れた場合には、コネクタを清掃してく
ださい。ウェット クリーニングやドライ クリーニングが効果的です。設置場所の光
ファイバ接続清掃手順に従ってください。

• コネクタの端に触れないように注意してください。端に触れると指紋が残り、その他
の汚染の原因となることがあります。

• 埃が付着していないこと、および損傷していないことを定期的に確認してください。損傷
している可能性がある場合には、清掃後に顕微鏡を使用してファイバの先端を調べ、損傷
しているかどうかを確認してください。

APIC へのリーフ スイッチの接続
1 台または 2 台（冗長性確保のために推奨）の Cisco Nexus 9000 プラットフォーム ACI モード
リーフ スイッチを、ACI ファブリックの各 Application Policy Infrastructure Controller (APIC) に
ダウンリンクする必要があります。APIC に取り付けられている仮想インターフェイス カード
（VIC）のタイプにより、リーフ スイッチを APIC に接続するために使用するインターフェイ
ス ケーブルのタイプが決まります。

• VIC1225Tモジュールは、銅コネクタ、銅ケーブル、および銅ダウンリンクポートを備え
たスイッチ（例：Cisco Nexus 93108TC-FX スイッチ）をサポートしています。

• VIC 1255 モジュールは、光トランシーバ、光ケーブル、および光ダウンリンク ポートを
備えたスイッチ（例：Cisco Nexus 93600CD-GX スイッチ）をサポートしています。
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• VIC 1455 モジュールは、光トランシーバ、光ケーブル、および光ダウンリンク ポートを
備えたスイッチ（例：Cisco Nexus 93600CD-GX スイッチ）をサポートしています。

ブレークアウト ポートは Cisco APIC 接続には使用できません。（注）

始める前に

ファブリック内のAPICおよびリーフ スイッチは、ラックに完全に取り付け、接地する必要が
あります。

手順

ステップ 1 インターフェイス ケーブルを APIC に取り付けられた仮想インターフェイス カード（VIC）の 2 ～ 4 個の
ポートのいずれかに接続します。ケーブルがそのトランシーバにまだ取り付けられていない場合は、トラ
ンシーバを VIC ポートに挿入します。光インターフェイスケーブルをトランシーバに接続します。

• VIC 1225T 10GBASE-T 銅線モジュールの場合は、RJ-45 コネクタ付きの 10GBASE-T ケーブルを使用
します。

• VIC 1225 光モジュールの場合は、これらのトランシーバおよびケーブルのセットのいずれかを使用し
ます。

• 最大 6.1 マイル（10 km）のリンク長をサポートする Cisco 10GBASE-LR トランシーバ
（SFP-10G-LR）

• これらののリンク長をサポートする Cisco 10GBASE-SR トランシーバ（SFP-10G-SR）：

• 最大 984 フィート（300 m）に対し 2000 MHz MMF（OM3）を使用

• 最大 1312 フィート（400 m）に対し 4700 MHz MMF（OM4）を使用

• Cisco SFP+ アクティブ光ケーブル（SFP-10G-AOCxM（x は 1、3、5、7 メートル単位の長さ））

• Cisco SFP+ Twinax Cables (SFP-H10GB-CUxM [ x は 7 メートル単位の長さ])

• VIC 1455 光モジュール、SFP28 モジュール、10-Gigabit のみの場合は、次のトランシーバおよびケー
ブルのセットのいずれかを使用します。

• 最大 6.1 マイル（10 km）のリンク長をサポートする Cisco 10GBASE-LR トランシーバ
（SFP-10G-LR）

• これらののリンク長をサポートする Cisco 10GBASE-SR トランシーバ（SFP-10G-SR）：

• 最大 984 フィート（300 m）に対し 2000 MHz MMF（OM3）を使用

• 最大 1312 フィート（400 m）に対し 4700 MHz MMF（OM4）を使用
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• Cisco SFP+アクティブ光ケーブル（SFP-10G-AOCxM（x は 1、2、3、5、7、または 10のメートル
単位の長さ））

• Cisco SFP+ Twinax Cables (SFP-H10GB-CUxM [where x=1, 2, 3, 5, 7, or 10 for lengths in meters])

（注）
VIC 1455 には、4 個のポート、ポート 1、ポート 2、ポート 3、およびポート 4 が左から右にありま
す。

• すべてのポートの速度は、10ギガビットまたは25ギガビットのいずれかにする必要があります。

• ポート 1 とポート 2 は、APIC 上の eth2 に対応する 1 個のペアであり、ポート 3 とポート 4 は、
APIC 上の eth2 に対応する別のペアです。各ペアに対して許可される接続は 1 つだけです。たと
えば、1 本のケーブルをポート-1 またはポート-2 のいずれかに接続します。ポート-3 またはポー
ト-4のいずれかに別のケーブルを接続します。ペアでは2本のケーブルを接続しないでください。

このスイッチでサポートされるトランシーバ、アダプタ、およびケーブルを確認するには、『Ciscoト
ランシーバ モジュール互換性情報』を参照してください。

トランシーバの仕様と取り付けに関する情報を確認するには、『Cisco Transceiver Modules Installation
Guides』を参照してください。

ステップ 2 インターフェイス ケーブルの反対側をリーフ スイッチのダウンリンク ポートに接続します。

• Cisco 10GBASE-LR または -SR トランシーバおよびケーブルの場合は、ケーブルをトランシーバに接
続する前に、トランシーバをリーフ スイッチのダウンリンク光ポートに挿入します。

• Cisco SFP+ アクティブ光ケーブルの場合は、ケーブル上のトランシーバをリーフ スイッチのダウンリ
ンク光ポートに挿入します。

• 10GBASE-T 銅ケーブルの場合は、ケーブル上の RJ-45 コネクタをリーフ スイッチのダウンリンク
BASE-T ポートに挿入します。

（注）
このスイッチでサポートされるトランシーバ、アダプタ、およびケーブルを確認するには、『Ciscoトラン
シーバ モジュール互換性情報』を参照してください。

スパイン スイッチへのリーフ スイッチの接続
エンドポイント間で最適な転送を行うには、同じ ACI ファブリック内で各リーフ スイッチを
各スパイン スイッチに接続します。

このスイッチでサポートされるトランシーバ、アダプタ、およびケーブルを確認するには、
『Cisco トランシーバ モジュール互換性情報』を参照してください。
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トランシーバの仕様と取り付けに関する情報を確認するには、『Cisco Transceiver Modules
Installation Guides』を参照してください。

ステートメント 1055 - クラス I およびクラス 1M レーザーまたはその一方

目に見えないレーザー放射があります。望遠鏡を使用しているユーザに光を当てないでくださ
い。これは、クラス 1/1M のレーザー製品に適用されます。

警告

ステートメント 1056 - 未終端の光ファイバ ケーブル

未終端の光ファイバの末端またはコネクタから、目に見えないレーザー光が放射されている可
能性があります。光学機器で直接見ないでください。ある種の光学機器（ルーペ、拡大鏡、顕
微鏡など）を使用し、100 mm 以内の距離でレーザー出力を見ると、目を傷めるおそれがあり
ます。

警告

ステートメント 1255 - レーザーのコンプライアンスに関する考慮事項

着脱可能な光モジュールは、IEC 60825-1 Ed に準拠しています。IEC 60825-1 Ed への準拠に関
する例外の有無にかかわらず、3 および 21 CFR 1040.10 および 1040.11。3 は 2019 年 5 月 8 日
付の Laser Notice No. 56 の記載のとおりです。

警告

始める前に

• ファブリック (例：N9K-C9364C、N9K-C9332C、N9K-C9316D-GX、および
N9K-C9332D-GX2B) 内のリーフおよびスパイン スイッチは、ラックに完全に取り付け、
アースする必要があります。

• ファブリック内にモジュラスイッチが存在する場合は、それらのACIモードのラインカー
ドがすでにインストール済みであることが必要です。ラインカードには、次のタイプがあ
ります。

• 32 ポート 100 ギガビット（例：N9K-X9732C-EX）

• 36 ポート 100 ギガビット (例：N9K-X9736C-FX)

• N9K-X9400-22L ラインカード拡張モジュール（LEM）

• N9K-X9400-16W LEM

• N9K-X9400-8D LEM
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• ACI モードで実行している場合には、同じシャーシ内に NX-OS ライン カードを含めるこ
とはできません。

• リーフスイッチからスパインスイッチへの複数のアップリンクがサポートされています。
すべてのデバイスがリソースに平等にアクセスできるように、対称的なトポロジが推奨さ
れます。

（注）

手順

ステップ 1 リムーバブルケーブル付きのトランシーバの場合は、トランシーバがインターフェイスケーブルから切り
離します。

ステップ 2 適切なトランシーバをリーフ スイッチのアクティブなアップリンク ポートに差し込みます。

ステップ 3 同じタイプのトランシーバをライン カードのスパイン スイッチ ポートに挿入します。

ステップ 4 リムーバブル ケーブル付きのトランシーバの場合は、これらのトランシーバそれぞれの開放端にインター
フェイス ケーブルを挿入します。

ステップ 5 ACI ファブリックの各スパイン スイッチに対して、ステップ 1 ～ 4 を繰り返し行います。
リーフ スイッチが ACI ファブリックの各スパイン スイッチに接続されます。

ステップ 6 ACI ファブリックの各リーフ スイッチに対して、ステップ 1 ～ 5 を繰り返し行います。
ACI ファブリックの各リーフ スイッチがネットワークの各スパイン スイッチに接続されます。

ファブリックは自動的に等コストマルチパス（ECMP）を実装し、すべてのリンクを有効化し
ます。リンクを設定する必要はありません。

ギガビット イーサネット モジュール (GEM) の取り付け

手順

ステップ 1 スイッチの現在の構成を削除します。setup-clean-config コマンドを使用します。

ステップ 2 電源を切断してスイッチの電源をオフにします。

ステップ 3 現在の GEM カードを新しい GEM カードに交換します。

ステップ 4 スイッチの電源を入れます。
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ACI ファブリックの既存のスイッチの交換
ACIファブリックの既存のスイッチを交換するには、『Cisco APIC Installation and ACI Upgrade
and Downgrade Guide』の「Upgrading the Switch Hardware」を参照してください。

オプションのコンソールインターフェイスのセットアッ
プ

スイッチの初期設定を実行するために、オプションでコンソール インターフェイスをセット
アップできます。アクセサリ キットで提供されるインターフェイス ケーブルを使用して、ス
イッチをコンソール デバイスに接続してください。スイッチ上のコンソール ポートをモデム
に接続します。モデムに接続していない場合には、スイッチの電源投入前かスイッチのブート
プロセスの完了後のいずれかに接続してください。

始める前に

コンソール デバイスは、VT100 ターミナル エミュレーションおよび非同期伝送をサポートす
る必要があります。

手順

ステップ 1 これらのデフォルトのポート特性に一致するように、ターミナルエミュレータプログラムを構成します。

• 9600 ボー

• 8 データ ビット

• 1 ストップ ビット

• パリティなし

ステップ 2 アクセサリ キット内のインターフェイス ケーブルの RJ-45 コネクタをスイッチの RS-232 ポートに挿入し
ます。ケーブルのもう一方の端の DB-9 コネクタをコンソール デバイスのシリアル ポートに挿入します。

次のタスク

スイッチの初期設定を実行できるようになりました（『Cisco ACI Getting Started Guide』を参
照）。
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オプションの管理接続の設定
モニタリングおよびトラブルシューティングの目的で、オプションでアウトオブバンド管理接
続をセットアップできます。スイッチに応じてスイッチの RJ-45 管理ポートまたは SFP 管理
ポートを、外部ハブ、スイッチ、またはルータに接続してください。

始める前に

IP アドレスの競合を防ぐため、管理接続を作成する前にスイッチの初期設定を完了し、IP ア
ドレスを確立します。

手順

ステップ 1 インターフェイス ケーブルをスイッチの管理ポートに接続します。

ステップ 2 ケーブルのもう一方の端部を外部ハブ、スイッチ、またはルータに接続してください。

光学抽出ツールを使用した光学トランシーバの削除
この手順では光学抽出ツールの両端を使用します。ベールラッチを開放するため幅広の終端を
使用して、トランシーバ モジュールを取り外すために幅狭の終端を使用します。

始める前に

スイッチのコンポーネントを取り扱う前に、必ず接地済み静電放電（ESD）ストラップを着用
してください。ストラップを接地するには、直接アース接地または接地済みラックやシャーシ
に取り付けます。金属間でアース接地に接続する必要があります。

QSFP-DD光ファイバ（400G/200G）の取り外しと再挿入の間に、2分の待機時間が必要です。（注）

手順

ステップ 1 トランシーバ モジュールを取り外す前に、トランシーバ モジュールから光ケーブルを取り外します。
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ステップ 2 ベール ラッチを取り外すには、光学抽出ツールの幅広側を使用します（図を参照）。

ステップ 3 光学抽出ツールの幅狭な終端を使用して、トランシーバモジュールを注意して取り外します（図を参照）。

ステップ 4 トランシーバ モジュールは、静電気防止用袋に収めるか、その他の保護環境下に置いてください。

トランシーバおよび光ケーブルのメンテナンス
高精度の信号を維持し、コネクタの損傷を防ぐために、トランシーバと光ファイバケーブルは
常に埃のない清潔な状態に保ってください。汚れによって減衰（光損失）は増加します。減衰
量は 0.35 dB 未満でなければなりません。
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これらのメンテナンス ガイドラインを考察してください。

• トランシーバは静電気に敏感です。静電破壊を防止するために、アースしたシャーシに接
続している静電気防止用リスト ストラップを着用してください。

• トランシーバの取り外しおよび取り付けは、必要以上に行わないでください。取り付けお
よび取り外しを頻繁に行うと、耐用年数が短くなります。

• 未使用の光接続端子には、必ずカバーを取り付けてください。埃によって光ファイバケー
ブルの先端が傷つかないように、使用前に清掃してください。

• コネクタの端に触れないように注意してください。端に触れると指紋が残り、その他の汚
染の原因となることがあります。

• コネクタを定期的に清掃してください。必要な清掃の頻度は、設置環境によって異なりま
す。また、埃が付着したり、誤って手を触れた場合には、コネクタを清掃してください。
ウェット クリーニングとドライ クリーニングの両方が効果的です。設置場所の光ファイ
バ接続清掃手順に従ってください。

• 埃が付着していないこと、および損傷していないことを定期的に確認してください。損傷
している可能性がある場合には、清掃後に顕微鏡を使用してファイバの先端を調べ、損傷
しているかどうかを確認してください。

光ファイバ トランシーバを取り外す必要がある場合は、光ファイバ ケーブルをトランシーバ
から取り外してから、トランシーバをポートから外す必要があります。

（注）
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第 5 章

モジュール、ファン トレイ、および電源
モジュールの交換または取り付け

• 静電気損傷の防止 （51 ページ）
• スーパーバイザ モジュールの取り付けまたは交換 （52 ページ）
• システム コントローラ モジュールの取り付けまたは交換 （57 ページ）
• ライン カードの取り付けまたは交換 （59 ページ）
• ブランクラインカードの取り付けと取り外し （62 ページ）
• ファン トレイの交換 （65 ページ）
• ファブリック モジュールの交換 （70 ページ）
• 電源モジュールの取り付けまたは交換 （79 ページ）
• スイッチが使用するライン カードの移行：40ギガビット ライン カードから 100ギガビッ

ト -EX/-FX ライン カードへ （93 ページ）
• 400 ギガビット -GX ライン カードへのスイッチの移行 （94 ページ）

静電気損傷の防止
電子コンポーネントを静電破壊（ESD）から守るために、電子コンポーネントを取り扱う際
は、必ず、身体をアースする必要があります。コンポーネントには、すべてのスイッチモジュー
ルが含まれますが、これらに限定されません。

始める前に

スイッチを設置場所のアースに接続します。

手順

ステップ 1 腕に静電気防止用リストバンドを巻き、それが肌に触れていることを確認します。

ステップ 2 スイッチのアース ケーブルに、ストラップの反対側のワニ口クリップを接続します。
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ステップ 3 アース ケーブルがファシリティ アースに接続されていることを確認します。

スーパーバイザ モジュールの取り付けまたは交換
スイッチは、シャーシにスーパーバイザ モジュールを 1個または 2個搭載して動作可能です。

アクティブスーパーバイザを取り外すと、別のスーパーバイザがスイッチによって自動的にア
クティブスーパーバイザにされます。ただし、スイッチオーバーはステートレスであるため、
スイッチ内のすべてのモジュールがリセットされます。スイッチに 2 つのスーパーバイザ モ
ジュールが取り付けられている場合、スタンバイスーパーバイザモジュールは、ホットスワッ
プで交換できます。Nexus 9500シリーズACIモード スイッチのスーパーバイザに対する物理メ
ンテナンスは、 ACIファブリックからスパインが解放された後に のみ 実行します。グレース
フル挿入および取り外し（GIR）は、ハードウェアの交換ではサポートされていないため、が
障害します。

アップグレード時にサポートされる組み合わせについては、スーパーバイザモジュールのアッ
プグレード （56 ページ） を参照してください。次の表に示すように、シャーシに設置された
スーパーバイザが 2 つある場合は、同じタイプである必要があります。

組み合わせ可/不可スタンバイ スーパバイザアクティブ スーパバイザ

○スーパーバイザ Aスーパーバイザ A

○スーパーバイザ Bスーパーバイザ B

○スーパーバイザ A+スーパーバイザ A+

○スーパーバイザ B+スーパーバイザ B+

（注）

ステートメント 1034：バックプレーンの電圧

システムの稼働中は、バックプレーンに高電圧が流れています。作業を行うときは注意してく
ださい。

警告
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ステートメント 1029：ブランクの前面プレートおよびカバー パネル

ブランクの前面プレートおよびカバーパネルには、3つの重要な機能があります。シャーシ内
の危険な電圧および電流による感電を防ぐこと、他の装置への電磁干渉（EMI）の影響を防ぐ
こと、およびシャーシ内の冷気の流れを適切な状態に保つことです。システムは、必ずすべて
のカード、前面プレート、前面カバー、および背面カバーを正しく取り付けた状態で運用して
ください。

警告

始める前に

• モジュールを取り扱う際には、静電気放電（ESD）リスト ストラップまたは他の ESD 保
護デバイスを装着します。

• シャーシから取り外すモジュールごとに、静電気防止用シートまたは梱包材を準備しま
す。

• APIC GUIの - システム設定 - ISISポリシーで、再配布ルートの ISISメトリックが 32 に設
定されていることを確認してください。

手順

ステップ 1 APIC GUI -ファブリック インベントリ -ファブリック メンバーシップから、ファブリックからターゲット
スパインをデコミッションします。これは 5 分後に再起動します。

ステップ 2 新しいスーパーバイザ モジュールのパッケージを開きます。モジュールに損傷がないかどうかを確認しま
す。モジュールがシャーシに取り付けられている他のスーパバイザ モジュールと同じタイプであることを
確認します。

モジュールが損傷している場合は、Technical Assistance Center（TAC）に報告してください。

ステップ 3 空のスロットにモジュールを取り付ける場合には、そのスロットに取り付けられているブランク モジュー
ルを取り外します。非脱落型ネジを緩め、スロットから引き出します。ステップ 4 に進みます。

ステップ 4 シャーシに取りつけられているモジュールを交換する場合は、次の手順を使用して、シャーシからスタン
バイ スーパーバイザを取り外します。

a) モジュールからケーブルを取り外し、ラベルを付けます。

• コンソール ケーブル

• イーサネット管理ケーブル

b) USB ポートを介してモジュールに接続されている外部ドライブがある場合は、それらのドライブを取
り外します。

c) イジェクタ ハンドルの中間部をハンドルの端にスライドさせ、モジュールの前面から離れるようにハ
ンドルを回転させます。図の凡例 1 と 2 を参照してください。

モジュールのコネクタがミッドプレーンから外れ、シャーシからわずかに離れます。
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レバーを引いてシャーシからモジュールを途
中まで引き出します。レバーを離し、モジュー
ルの前面を持ってシャーシからモジュールを
完全に引き出します。

3中央にあるハンドルをイジェクタレバーの端
にスライドします。

1

イジェクタレバーを、モジュールから離れる
ように回転させます。

2

d) 片手でモジュールの前面をつかみ、もう一方の手でモジュールの重量を支え、モジュールをシャーシ
から引き出します。モジュールは静電気防止性の表面に置くか、静電気防止性のバッグに入れます。

ステップ 5 新しいモジュールを取り付けるには、次の手順を使用します。

a) イジェクタ ハンドルの中間部をハンドルの端に引き、モジュールの前面から離れるようにハンドル
を回転させます。

この操作により、モジュールをスロットに完全に挿入できるようにレバーが開きます。

b) 片手でモジュールの前面をつかみ、もう片方の手を下に添えてモジュールの重量を支えます。
c) モジュールの背面を空きスーパバイザ スロットにあるガイドに合わせ、モジュールをスライドして

スロットに完全に押し込みます。図を参照してください。

モジュールは、前面がシャーシの前面から約 0.25 インチ（0.6 cm）突き出した状態で停止します。
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モジュール背面の端を空きスーパーバイザス
ロットに差し込みます。

3中央にあるハンドルをイジェクタ レバーの
端にスライドします。

1

イジェクタ レバーを、モジュールから離れ
るように回転させます。

2

d) カチッという音がしてロックされるまでレバーをシャーシの前面に完全に回転させます。

レバーがスロットの前面の背後にはめ込まれており、モジュールがミッドプレーン上のコネクタに
完全に装着されていることを確認します。

e) 2 本の非脱落型ネジを締めてモジュールをシャーシに固定します。0.9 Nm（8 インチポンド）のトル
クでネジを締めます。

f) 次のケーブルをモジュールに接続します。

• コンソール ケーブル：コンソール ポートに接続します。

• 管理ケーブル：管理イーサネット ポートに接続します。

g) スーパーバイザ モジュールの LED が点灯し、次のように表示されることを確認します。

• ステータス（STS）LED はグリーンです。

• アクティブ（ACT）LED はオレンジまたはグリーンです。

h) スタンバイコンソールのリブートを監視し、ブートローダーに入るまで Ctrl - c を繰り返します。
i) ローダー プロンプト cmdline init_systemからCLIを発行します。
j) ローダー プロンプトから dir を発行します。一致する ACI イメージがブートフラッシュで見つかっ

た場合は、boot bootflash:aci_image_file_nameを発行し、ステップ 9 に進みます。それ以外の場合は
続行します。手順 l に進みます。

（注）
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一致するイメージが見つからない場合は、 eobc コマンドを発行します。eobc コマンドは、現用系
スーパーバイザから ACI イメージをロードするスタンバイ スーパーバイザをブートします。スタン
バイ スーパーバイザが起動しない場合は、カスタマー サービス担当者に連絡してください。

k) 起動後、コンソールから次の CLI コマンドを発行します。

cp /nfsroot/bootflash/aci_image_file_name /bootflash;

chmod 666 /bootflash/aci_image_file_name

l) スタンバイ SUP コンソールから、ssetup-bootvar.sh aci_image_file_name を発行します。
m) APIC GUI、ファブリック - ファブリックメンバーシップを介してファブリックをコミッション バッ

クすると、少なくとも10 分で転送が開始されます。

スーパーバイザ モジュールのアップグレード
スーパーバイザ モジュールをアップグレードするには、ホット スワップ方式を使用します。
アクティブ スーパーバイザ モジュールのアップグレード パスの表を参照してください。

可能なアップグレードアクティブ スーパバイザ

スーパーバイザ A+スーパーバイザ A

スーパーバイザ B+スーパーバイザ A

スーパーバイザ B+スーパーバイザ B

手順

ステップ 1 新しいスーパーバイザ モジュールを空きスロットに挿入します。

ステップ 2 新しいスーパーバイザ モジュールを起動します。

a) 新しく挿入したスーパーバイザモジュールがローダープロンプトで停止する場合は、アクティブスー
パーバイザ モジュールで reload module <x> force-dnld コマンドを使用します。この操作により、新
しいスーパーバイザ モジュールが起動します。

b) 新しく挿入したスーパーバイザ モジュールに古いBIOS (< 5.20)があり、ブートできない場合は、BIOS
をアップグレードする必要があります。新しく挿入されたスーパーバイザモジュールローダプロンプ
トから、flwr tftp|usb<x>://<ip>/img_name1 コマンドを使用します。次に、アクティブ スーパーバイ
ザ モジュールから reload module <x> force-dnld コマンドを使用して、新しいスーパーバイザ モジュー
ルを起動します。
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システムコントローラモジュールの取り付けまたは交換
スイッチは、シャーシにシステム コントローラ モジュールを 1 個または 2 個搭載して動作可
能です。シャーシにシステム コントローラ モジュールがもう 1個取り付けられていれば、1個
を交換してください。

システム コントローラはホット スワップ可能です。（注）

ステートメント 1034：バックプレーンの電圧

システムの稼働中は、バックプレーンに高電圧が流れています。作業を行うときは注意してく
ださい。

警告

ステートメント 1029：ブランクの前面プレートおよびカバー パネル

ブランクの前面プレートおよびカバーパネルには、3つの重要な機能があります。シャーシ内
の危険な電圧および電流による感電を防ぐこと、他の装置への電磁干渉（EMI）の影響を防ぐ
こと、およびシャーシ内の冷気の流れを適切な状態に保つことです。システムは、必ずすべて
のカード、前面プレート、前面カバー、および背面カバーを正しく取り付けた状態で運用して
ください。

警告

始める前に

• モジュールを取り扱う際には、静電気放電（ESD）リスト ストラップまたは他の ESD 保
護デバイスを装着します。

• シャーシから取り外すモジュールごとに、静電気防止用シートまたは梱包材を準備しま
す。

手順

ステップ 1 新しいシステム コントローラ モジュールのパッケージを開き、損傷していないことを確認します。

モジュールが損傷している場合は、Technical Assistance Center（TAC）に報告してください。

ステップ 2 空のスロットにモジュールを取り付ける場合には、そのスロットに取り付けられているブランク モジュー
ルを取り外します。非脱落型ネジを緩め、スロットから引き出します。ステップ 4 に進みます。

ステップ 3 シャーシにある電源モジュールを交換する場合は、シャーシから既存のモジュールを取り外します。次の
手順に従います。
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a) シャーシと接触しなくなるまで 2 本の非脱落型ネジ（モジュールの両側にあるネジ）を緩めます。
b) イジェクタ レバーの中央にあるハンドルをレバーの端にスライドして保持します。
c) イジェクタ レバーを、モジュールの前面から離れるように回転させます。

レバーを回転させるに従い、モジュールがミッドプレーンから離れ、若干前方に移動します。

d) レバーを使用してスロットからモジュールを数インチ（約 5 cm）引き出します。
e) 片手でカードの前面をつかみます。もう片方の手を添えて、モジュールの重量を支えます。モジュー

ルをシャーシから引き出します。モジュールは静電気防止性の表面に置くか、静電気防止性のバッグ
に入れます。

ステップ 4 新しいモジュールを取り付けるには、次の手順を実行します。

a) イジェクタ レバーの中央にあるハンドルをレバーの端にスライドして保持します。図を参照してくだ
さい。

モジュールをスライドしてシャーシに完全に
差し込みます。

3イジェクタレバーの中央にあるハンドルをレ
バーの端の方にスライドし、イジェクタ レ
バーをモジュールから離れるように回転させ
ます。

1

シャーシの空きスロットにモジュールの背面
を合わせます。

2

b) 片手でモジュールの前面を押さえて、もう片方の手を下に添えてモジュールを支えます。
c) モジュールの背面を空きコントローラ スロットにあるガイドに合わせ、モジュールをスライドしてス

ロットに完全に押し込みます。

モジュールは、前面がシャーシの前面から約 0.6 cm（0.25 インチ）突き出した状態で停止します。

d) カチッという音がしてロックされるまでイジェクタ レバーをシャーシの前面に完全に回転させます。
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モジュールがミッドプレーンに完全に装着されます。

e) 2本の非脱落型ネジを締めてモジュールをシャーシに固定します。0.9 Nm（8インチポンド）のトルク
で各ネジを締めます。

f) ステータス（STS）LED が点灯し、グリーンになることを確認します。

ライン カードの取り付けまたは交換
スイッチは、シャーシにラインカードを1個以上搭載すると動作可能になります。少なくとも
1個のラインカードがシャーシに取り付けられ、動作している場合は、別のラインカードを交
換するか、または空きライン カード スロットに新しいライン カードを取り付けます。

ステートメント 1029：ブランクの前面プレートおよびカバー パネル

ブランクの前面プレートおよびカバーパネルには、3つの重要な機能があります。シャーシ内
の危険な電圧および電流による感電を防ぐこと、他の装置への電磁干渉（EMI）の影響を防ぐ
こと、およびシャーシ内の冷気の流れを適切な状態に保つことです。システムは、必ずすべて
のカード、前面プレート、前面カバー、および背面カバーを正しく取り付けた状態で運用して
ください。

警告

ステートメント 1034：バックプレーンの電圧

システムの稼働中は、バックプレーンに高電圧が流れています。作業を行うときは注意してく
ださい。

警告

ステートメント 1051：レーザー放射

接続されていない光ファイバケーブルやコネクタからは目に見えないレーザー光が放射されて
いる可能性があります。レーザー光を直視したり、光学機器を使用して直接見たりしないでく
ださい。

警告

始める前に

• モジュールを取り扱う際には、静電気放電（ESD）リスト ストラップまたは他の ESD 保
護デバイスを装着します。

• シャーシから取り外すモジュールごとに、静電気防止用シートまたは梱包材を準備しま
す。
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手順

ステップ 1 新しいライン カードのパッケージを開き、モジュールが損傷していないことを確認します。

モジュールが損傷している場合は、Technical Assistance Center（TAC）に連絡してください。

ステップ 2 空のスロットにモジュールを取り付ける場合には、そのスロットに取り付けられているブランク モジュー
ルを取り外します。2本の非脱落型ネジを緩め、スロットから引き出します。ステップ 4 に進みます。

ステップ 3 シャーシにある電源モジュールを交換する場合は、シャーシから既存のモジュールを取り外します。次の
手順に従います。

a) モジュールから各インターフェイス ケーブルを取り外し、ラベルを付けます。
b) イジェクト レバーの両方のリリース ボタンを押したまま、図に示すように、両方のレバーをモジュー

ルから 45 度回転させます。

レバーがいっぱいまで回転してモジュー
ルから離れたら、レバーの反対側のノブ
はスロット内にモジュールを保持できな
くなります。

3各イジェクト レバーのリリース ボタンをいっぱ
いまで押します。

1

イジェクタレバーを、モジュールから離れるよう
にいっぱいまで回転させます。

2

注意
イジェクト レバーの損傷を防ぐため、モジュールからレバーを 45 度回転させる前に各イジェクト レ
バーのリリース ボタンを押します。

c) 図に示すように、両方のレバーを引き、シャーシのスロットからライン カードをスライドさせます。
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両方のレバーを引いてシャーシからラインカード
を取り外します。

1

d) 片手でライン カードの前面をつかみます。ライン カードの下にもう片方の手を添えて重量を支えま
す。シャーシからライン カードを引き出します。モジュールは静電気防止性の表面に置くか、静電気
防止性のバッグに入れます。

ステップ 4 新しいライン カードを取り付けるには、以下のステップに従います。

a) 各イジェクト レバーのリリース ボタンを押します。図に示すように、各レバーの端をシャーシから離
れるように回転させます。

ラインカードの前面がシャーシ前面付近
で停止するまでゆっくりとスロットにラ
イン カードを押し入れます。

3各レバーのリリース ボタンを押し、ライン カー
ドから離れるようにレバーを回転させます。

1
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ラインカードの下部をスロットの両側のガイドに
スライドさせ、モジュールの背面を空きスロット
に合わせます。

2

b) 片手でライン カードの前面をつかみます。ライン カードの下にもう片方の手を添えて重量を支えま
す。

c) ライン カードの背面を、空いているライン カード スロットのガイドに合わせます。]モジュールが止
まるまで、モジュールをスロットにゆっくりとスライドさせます。

ライン カードは、前面がシャーシの前面から約 0.25 インチ（0.6 cm）突き出した状態で停止します。

d) レバーでカチッという音がしてライン カードの両側がシャーシに固定されるまで、2 つのレバーの端
をシャーシの前面に向かって回転させます。

レバーを回転させると、シャーシ内のファブリック モジュールにライン カードが装着されます。ま
た、ライン カードの前面がシャーシの前面まで移動します。

e) ライン カードの適切なポートに各インターフェイス ケーブルを接続します。各ケーブルのラベルを使
用して、各ケーブルを接続するポートを判別します。

f) ラインカード LED が緑色に点灯していることを確認します。

• ステータス（STS または STA）LED が点灯し、グリーンになります。

• 接続ポートごとに、ポート LED が点灯し、グリーンまたはオレンジになります。

ブランクラインカードの取り付けと取り外し
使用していないライン カード スロットがある場合は、ブランク ライン カードで空のスロット
を塞ぎ、スイッチが電磁波干渉（EMI）放射要件を満たしてライン カード間に適切なエアフ
ローが保たれるようにします。

ステートメント 1034：バックプレーンの電圧

システムの稼働中は、バックプレーンに高電圧が流れています。作業を行うときは注意してく
ださい。

警告
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ステートメント 1029：ブランクの前面プレートおよびカバー パネル

ブランクの前面プレートおよびカバーパネルには、3つの重要な機能があります。シャーシ内
の危険な電圧および電流による感電を防ぐこと、他の装置への電磁干渉（EMI）の影響を防ぐ
こと、およびシャーシ内の冷気の流れを適切な状態に保つことです。システムは、必ずすべて
のカード、前面プレート、前面カバー、および背面カバーを正しく取り付けた状態で運用して
ください。

警告

ステートメント 1051：レーザー放射

接続されていない光ファイバケーブルやコネクタからは目に見えないレーザー光が放射されて
いる可能性があります。レーザー光を直視したり、光学機器を使用して直接見たりしないでく
ださい。

警告

手順

ステップ 1 次に、ライン カード スロットにブランク ライン カードを挿入する手順を示します。

a) 片手でブランクラインカードの前面をつかみます。もう一方の手をブランクラインカードの下に添え
ます。

b) ラインカードの背面を、ブランクラインカードスロットのガイドに合わせます。ブランクラインカー
ドをスロットに完全に差し込みます。ブランクラインカードの両側にある 2 個のラッチは、シャーシ
側面のブラケットにロックする必要があります。

（注）
図に示すように、ブランク ライン カードを正しい位置に取り付けて、スロットの上下の端の間にカー
ドが引っかからないようにしてください。

（注）
ラッチは堅いため、シャーシ側面のブラケットと完全にかみ合わせるために余分な力が必要になる場
合があります。
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ステップ 2 次に、ライン カード スロットからブランク ライン カードを取り外す手順を示します。

a) シャーシの側面のブラケットからロックが解除されるように、ブランク ライン カードの側面にある 2
個のラッチを押します。ブランク ライン カードを少し引き出します。

（注）
ラッチは堅いため、シャーシ側面のブラケットとのかみ合わせを外すために、余分な力が必要になる
場合があります。

b) ブランク ライン カードを両手で持ち、シャーシスロットから完全に引き出します。
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ファン トレイの交換
別のファン トレイと交換する場合や、ファン トレイの後ろにあるファブリック モジュールを
交換する場合は、ファン トレイを取り外します。

スイッチは 3個のファントレイを使用します。1個を交換する間、つまり、ファン トレイの後
ろにあるファブリック モジュールの 1 個を交換するために 1 個を取り外している間、2 個の
ファン トレイを使用して動作できます。1 個のファン トレイを取り外すと、他のファン トレ
イは、設計どおりのエアーフローを維持するためにファンを高速化します。

3 分以内にファン トレイを交換できない場合は、交換する準備が整うまで、ファン トレイを
シャーシから取り外さないことをお勧めします。

（注）

動作中に複数のファントレイを一度に取り外すと、スイッチは2分間の猶予をとって動作し、
その後シャットダウンされます。複数のファン トレイ スイッチを取り外したときに過熱状態
が発生すると、シャットダウンは 2 分未満で発生することがあります。

（注）

ステートメント 1034：バックプレーンの電圧

システムの稼働中は、バックプレーンに高電圧が流れています。作業を行うときは注意してく
ださい。

警告
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ファン トレイの取り外し
スイッチの動作中は、一度に 1つのファン トレイだけを取り外します。スイッチは 2分以内に
シャット ダウンします。

始める前に

• モジュールを取り扱う際には、静電気放電（ESD）リスト ストラップまたは他の ESD 保
護デバイスを装着します。

• シャーシから取り外すモジュールごとに、静電気防止用シートまたは梱包材を準備しま
す。

手順

ステップ 1 新しいファン トレイのパッケージを開き、損傷していないことを確認します。

モジュールが損傷している場合は、Technical Assistance Center（TAC）に連絡してください。破損していな
いファン トレイのみを取り付けてください。

ステップ 2 ファン トレイの前面にある 4 本の非脱落型ネジを緩めて、ネジがシャーシから外れるようにします。図を
参照してください。
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ファン トレイを引いてシャーシから引き出しま
す。静電気防止用シートの上にファン トレイを
置きます。

34 本の非脱落型ネジ（モジュールの上部にある
2 本と下部にある 2 本）を外します。

1

2つのファントレイのハンドルを両手で持ちま
す。

2

ステップ 3 ファン トレイ前面の両方のハンドルを両手でつかみ、スロットからファン トレイを引き出します。

ステップ 4 ファン トレイを静電気防止材の上に置くか、静電気防止袋に収納します。
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ファン トレイの取り付け

始める前に

• シャーシでファン トレイ スロットが空いていること。

• 取り付け用のファン トレイがあること。

• 開いているファン トレイ スロットの背後にあるファブリック モジュールを交換している
場合には、その交換が完了していること。

手順

ステップ 1 両手を使って取り付けるファン トレイ前面にある 2 本のハンドルをつかみます。
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4本の非脱落型ネジを取り付けて、0.9Nm（8イ
ンチポンド）のトルクで各ネジを締めます。

32 つのファン トレイのハンドルを両手で持ちま
す。

1

空きファン トレイ スロットにファン トレイの
背面を合わせます。ファン トレイの上部と下部
のピンを、シャーシの穴に揃えます。ファン ト
レイの上部の 2 セットのレールを、空いている
スロットの上部の 2 セットのトラックに揃えま
す。ファン トレイをスライドしてスロットに完
全に差し込みます。

2

ステップ 2 ファン トレイとその背面（電気コネクタが付いた側の面）をシャーシのファン トレイ スロットの開口部
に配置します。
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ステップ 3 ファン トレイ上部にある 2 つのトラックを、シャーシ内の空いているファン トレイ スロットの上部にあ
る 2 組のレールに合わせます。

ステップ 4 ファン トレイの前面がシャーシに接触するまで、ファン トレイをスロットに完全に押し込みます。

ファン トレイ前面にある 4 本の非脱落型ネジが、シャーシにある 4 個のネジ穴に合っていることを確認し
ます。

ステップ 5 4 本の非脱落型ネジを締めてファン トレイをシャーシに固定します。0.9 Nm（8 インチポンド）のトルク
でネジを締めます。

ステップ 6 ファン トレイのステータス LED が点灯し、グリーンになることを確認します。

ファブリック モジュールの交換
スイッチは、シャーシに取り付けられているライン カードの要件に応じて、3 つから 6 つの
ファブリック モジュールを使用します。

オペレーティング システムをダウングレードする場合は、次を確認する必要があります。

• 新しいバージョンのソフトウェアが、同じスイッチに取り付けられているファブリックモ
ジュールとライン カードをサポートしていること。

• スイッチに取り付けられているファブリックモジュールが、同じスイッチに取り付けられ
ているライン カードをサポートしていること。

（注）

ファブリック モジュールを交換する前に、スパイン スイッチの電源がオフになっていること
を確認します。

（注）

ファブリック モジュールは、特定のスロットに取り付ける必要があります。他のスロットに
ファブリックモジュールを取り付けると、モジュールの不一致状態が発生する可能性がありま
す。

• 3 つのモジュールを使用する場合は、FM 2、FM 4、FM 6 のスロットに取り付ける必要が
あります。

• 4 つのモジュールを使用する場合は、FM 2、FM 3、FM 4、FM 6 のスロットに取り付ける
必要があります。

• 5 つのモジュールを使用する場合は、FM 2、FM 3、FM 4、FM 5、FM 6 のスロットに取り
付ける必要があります。

• 6 つのモジュールを使用する場合は、FM1、FM 2、FM 3、FM 4、FM 5、FM 6 のスロット
に取り付ける必要があります。
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ファブリック モジュールの前面にあるファン トレイを取り外すことで、他のファブリック モ
ジュールが動作している間に、ファブリックモジュールを交換します。ファブリックモジュー
ルを取り外します。次に、新しいファブリックモジュールを取り付けます。取り付けたファブ
リックモジュールの上にファン トレイを取り付けます。

ファン トレイを取り外す間、設計どおりのエアーフローを維持するために、ファン トレイの
もう 1つのファンの速度が上がります。動作中には、一度に 1つのファン トレイだけを取り外
すこと、3 分以内に再度取り付けることを推奨します。この操作により、スイッチが過熱して
シャットダウンされる可能性が回避されます。

一度に 2つ以上のファン トレイを取り外した場合、2分以内に少なくとも 1つのファン トレイ
を再度取り付けないと、スイッチはシャットダウンします。スイッチが過熱している場合に
は、さらに早くシャットダウンする場合もあります。

注意

ファブリック モジュールの取り外し

始める前に

• モジュールを取り扱う際には、静電気放電（ESD）リスト ストラップまたは他の ESD 保
護デバイスを装着します。

• シャーシから取り外すモジュールごとに、静電気防止用シートまたは梱包材を準備しま
す。

• 取り外すファブリック モジュールを覆っているファン トレイを取り外します。

手順

ステップ 1 ファブリック モジュールを交換する場合は、新しいモジュールのパッケージを開き、損傷していないこと
を確認します。

モジュールが損傷している場合は、Technical Assistance Center（TAC）に報告してください。損傷していな
いモジュールが をインストールまで、この交換プロセスを停止します。

ステップ 2 ファブリック モジュールを覆っているファン トレイを取り外します。次の手順に従います。

a) ファン トレイの前面にある 4 本の非脱落型ネジを緩めて、ネジがシャーシから外れるようにします。
図の凡例 1 を参照してください。
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ファン トレイを引いてシャーシから引き出し
ます。静電気防止用シートの上にファン トレ
イを置きます。

34 本の非脱落型ネジ（モジュールの上部にあ
る 2 本と下部にある 2 本）を外します。

1

2つのファン トレイのハンドルを両手で持ち
ます。

2

b) ファントレイの前面にある両方のハンドルをつかみます。ファントレイをスロットから引き出します。
c) ファン トレイを静電気防止材の上に置くか、静電気防止袋に収納します。

ステップ 3 動作中にパケットが失われないようにするため、ファブリック モジュールをシャットダウンします。

ステップ 4 交換するファブリック モジュールを取り外します。次のステップを実行します。
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a) ファブリック モジュールの 2 つのハンドルのそれぞれの中央にあるネジを緩めます。図の凡例 1 を参
照してください。

両方のイジェクタ ハンドルをファブリック モ
ジュールの前方に回転させます。

22本の非脱落型ネジ（各イジェクタ ハンドル
にあるネジ）を外します。

1

b) 2 本のハンドルを少なくとも 30 度回転させて、各ハンドルのもう一方の端がスロット内のモジュール
を保持しなくなるようにします。前の図のコールアウト 2 を参照してください。

c) 2本のハンドルをそれぞれの手で支え、モジュールをスロットから 2インチ（5 cm）引き出します。次
の図を参照してください。
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